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I 一般概要



概 要 備 考

昭和24年 6月1日!庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長 倉持恭一衛生部長

|事務取扱食品検査係の 5係制で、発足o
昭和25年 2月10日

山本耕一所長

血液銀行係を加え 6係制となる O

青森県衛生研究所弘前出張所を設置する O

青森県血液銀行設置に伴い衛生研究所弘前出張所及

び血液銀行係を廃止する O

昭和33年 5月1日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

昭和29年 7月1日

昭和31年 1月25日

昭和32年6月1日

なるO

昭和32年12月1日

木下嘉一所長

昭和34年 3月3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係，化学食品検査係 l昭和34年 8月20日
秋山有所長

に改め 3係制となる O

昭和39年 4月1日|庶務室，微生物科，理化学科の 1室2科となるO

昭和43年 3月25日|青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。

昭和44年 4月1日|公害科が新設され 1室 3科となるO

昭和48年 4月1日|科制を課制に改める O

昭和49年 4月1日|公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される O

昭和54年 5月1日

青森市大字造道字沢田

(現庁舎〉

昭和44年 4月1日

山上豊日所長

昭和47年 9月1日

山本耕一所長

昭和54年 5月1日

秋山有所長
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~1. 病源となる細菌，原虫及び真菌の試験研究に関する

こと。

一2.病源となるウイルス及びリケッチャの試験研究に関
すること。

-3.血清学的試験研究に関すること O

一一 一 1-4.環境衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

|す-瓦I~I次*1一I~I 徴生物課 1-1-5 食品衛生Iこ同生物学的試験研究Iこ関することo
~6. 寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

-7.臨床病理の試験研究に関すること O

~8. 微生物学的試験の技術指導に関すること O

(-9実闘のー…。
-10.先天性代謝異常検査に関すること。

-1.医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ

と。

一2.飲食物及び添加物の試験検査に関すること O
-3.食品器具器材の試験検査に関することO

l i-4 温泉及び鉱泉の試験検査に関することo
-1理化学課ト1-5 飲料水の試験検査に関すること O

-6.その他理化学的試験調査及び研究に関することO

一7.理化学的試験の技術指導に関すること。
~8. 生活労働環境に関する調査研究に関すること O

~9. 下水，し尿消化槽，浄化構等の汚水の試験研究に関

すること O

-2-



職員の配置

S 54. 4. 1 

¥¥  
身分別

吏 員 そ の 他
¥¥  

¥ ¥¥  

¥j¥;l iIR15i122;;li111 言十職

所 長 1 

次 長 1 

総 課 長 1 1 

務 主 事 3 3 

課 そ の 他 1 1 

微生物謀

課 長 1 1 

主任研究員 1 1 2 

技 師 1 3 1 5 

そ の 他 1 1 2 

理イ学課七

1 1 

主任研究員 1 1 2 

技師 2 2 5 

計 25 

職員名簿

所 長 秋 山 有 技 師 野 日 キョウ

次 長 斎 藤 文 男 " 石 JII 不甘 子

総務課長 安 田 豊 技能主事 瓜 田 き ぬ

主 任 近 藤 博 " 藤 林 マツヨ

主 事 秋 フE しづ子 理化学課長 林 英

" 原 子 桂 子 主任研究員 両 橋 政 教

技能技師 羽 賀 進 美 " 鹿 ヨ日E 

徴生物課長 山 本 E日ヨ 一一 技 師 秋 山 由美子

主任研究員 豊 JII 京""'- 延 " 古 JII ニ与""主二 子

" 佐 藤 允 武 " 桶 田 幾 代

技 師 大 友 良 光 " 
r邑-4 田 淳 子

" 高 橋 ひとみ " 野 村 真 美

" 阿 部 宰 臨時労務補助員 藤 田 智 子
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業務概要

検査件数調

年度防:::1細
依 頼 2，193 

51 fノー丁- 政 9，460 

計 11，653 

依 頼

52 1寸- 政 343 

計 2，670 

依 頼

53 fノー丁- 政 94 

五十 2，643 

リケッチャ

3，385 

1，474 

4，859 

949 

1，444 

677 

766 

年度|よ内清 掃|水質土壌|環

120 

51 行政

言十 170 120 

依 頼

52 行 政

言十 140 

頼 194 166 

53 行 政

百十 166 

病|寄生虫(食中毒(食

5 

1，964 93 

4 

33 

971 85 37 

441 130 

673 130 

境|放射能|温

4 37 

13 18 

55 

14 

13 

14 64 

388 

211 431 

その他調査研究業務内容については別項に記載した。

-4-

品(飲料水|下 水

96 449 15 

193 13 

289 462 15 

59 

138 61 

197 441 

683 

449 

543 683 

養|その他| 計

8 8，549 

66 11，237 

10 74 19，786 

17 5，001 

67 2，099 

41 84 I 7，100 

6 4 4，368 

26 2，205 

6，573 



微生物課

細菌ウイルス血清検査部門に関する依頼検査及び先天性代謝異常検査，並びに調査研究業務

を行った。

1.依頼検査

依頼検査業務は，

① 一般依頼検査として学校給食調理従事者等の腸内細菌，寄生虫卵検査，病院依頼の梅毒，

風疹検査，食品衛生法に基づく魚肉ねり製品，総菜，冷凍食品の規格検査，水質検査では

水道水，環境衛生施設関係の細菌検査を行い依頼件数は別表のとおりであるO

② 行政検査は，保健所依頼の梅毒検査，風疹検査があり，本年は特に東京都上野池の端文

化センターにおけるコレラ禍，ボツリヌス菌食中毒の多発，テーブ、ルマナー研修会の食中

毒の検査が多かった。

2. 調査研究事項

調査研究業務は青森県漁港におけるボツリヌス菌分布に関する調査研究事業として県内81

漁港及び青森湾より採取土壌269検体，及び八戸，三厩，小泊，鯵ケ沢の各漁業協同組合等

より購入の魚類319検体について行った。(別項記載〉

ウイルス関係で、は，インフルエγザ、流行予測感受性調査及び流行予測感染源調査，並びに

日本脳炎感染源調査を実施した。(別項記載〉

ウイルス関係検査件数

1. 風疹抗体検査

一般依頼検査 69件

保健所依頼検査 677件

2. インフルエンザ検査

インフルエンザ流行予測感受性調査 80件

インフルエンザ流行予測感染源調査 20件

ベア血清 19件 分離 3株(ソ連型)H1Nl 

3. 日本脳炎感染源調査 200件

4. 自主検査

A/New ]ersey /8/76に対する抗体検査

豚 200件

C型インフルエンザウイルスの各種赤血球に対する吸着能と一元放射溶血 (SRH)

試験の検討(第一報〉

1978年県内に流行した手足口病調査

~5~ 



微生物課依頼検査件数

検 査 種 ~U 
l 一問 I fij[k!&~ -1 備 考

赤痢菌 2，421 

腸 内 高田 菌 検 94 コレラ" 128 

同定 7 コレラ 87 (文化センター〉

寄 生 虫 検

日ラス板法
232 441 

ガラス板法緒方法陽性 8 (2.1%) 

梅毒検査 方法 230 151 
ガラス板法TPHA法陽性 5 (1.7，96') 

ガラス板法陽性 4 (0.6%) 
PHA法 2 290 

緒方法陽性 2 (0.5%) 

ド型…蘭 4一定3)
食 中 f主会王主土 検 5 テープ、ルマナー研修会

食中毒1

食 品 検 査生味t冷乳そh肉食酸凍ね卵商用のり食飲カ製料他品品噌キ

4!成分規格不適3
26 
8 
17 大腸菌群陽性 15 (88.2%) 
10 
1 
8 

7K 質 検 査河簡i海器し恒尿易水放水浴流道量ZJ場水t11 | i 1 l 1 l 
298 I |不適格
22 
33 
159 一般細菌数 6 ( 2 %) 
6 
18 

|大腸菌群 53(17.7%) 36 

先 天 性 代 謝
53. 7. 1実施

11，605 
ヒスチジン血症陽性 1 

" 疑陽性 6 異 常 検 査 ガラクトース血症疑陽性 1 

食中毒の細菌検査

発生年月日 | 発 生 場 所 l原因食品 1摂食者数 l発症者数 i原 因 菌

|ポツリヌス歯青森市浪打2丁目 1の18 4 1 
(推定)9月25日

10月7日 i 東同津町大軽字郡平浅字瞬内町人大形間字坂藤2祭7沢の2 |1i カレイいFL| 1 | 12 2 

10月15日
の上83-3|カレイしずし[ 2 2 

間 28I上柿野辺地町字寺の沢15 イワシいずし 2 1 

同年同一2 月 13~15 日 まるよしプラザ不 問口明、ノ 177名 不 明

-6~ 



理化学課

理化学課の主な業務を大別すれば，食品化学，水質化学，家庭用品・医薬品の三部門におけ

る試験検査及び調査研究である O

1. 依頼検査

① 食品化学関係:一般依頼検査は(表1参照〉主として食品中の甘味料，着色料，保存料

等食品添加物及び重金属，有機塩素系化合物等有害性物質の定性，定量試験，その他食品

の栄養分析，乳製品規格試験等である O 次に行政依頼検査は(表2参照〉夏，冬期食品一

斉収去試験，りんご，ぶどう等青森県産果実中の残留農薬，県産魚介類中の水銀，その他

食品中の有害性物質の調査である O これらに加えて， 53年度からは水産庁が県水産部を通

じて委託して行われた〔陸奥湾貝毒発生原因調査〕のホタテ貝，い貝中の脂溶性毒測定及

び，貝毒の数値が水産庁のきめた暫定指導値を超えた場合における， [定点採取貝の毒力

測定〕が行われた。その結果ホタテ貝中腸腺1g当りのマウスユニットは不検出'"'-'2.5の

範囲にあり， 6， 7月が最も数値が高く， 9月以降は総て不検出であった。

② 水質化学関係:一般依頼検査は(表3参照〉飲料水全項目検査，し尿放流水，ゴミ焼却

場等の排水，河川水，温泉中分析等が主であるO 行政依頼検査は食品関係に比較して少

ない。

53年として， [温泉中の硫化水素含有量及び浴室内における大気中の硫化水素含有量の

調査〕これは52年度に引き続き行われたもので，今回は恐山，田代平等4ケ所， 12件を実

施した。その結果，浴室中の硫化水素が温泉利用基準を超える所が 2ケ所あった。[第三

次浅虫温泉試験観測調査〕これは浅虫温泉における包蔵量等学術調査の一環として行政上

泉質を分析するもので，主要な 13源泉について，泉温， pH，塩素イオン，ナトリウムイ

オン， カルシウムイオン， マグネシウムイオン，硫酸イオン， ヒドロ炭酸イオン等合計

358項目を測定した。

③ 家庭用品その他:一般依頼検査は合成洗剤等2件，行政依頼検査は〔有害物質を含有す

る家庭用品の規制に関する法律に基づく家庭用品の試買検査〕で，住宅用洗剤4，衣料品

のホルムアルデ、ヒド 9，衣料品，家庭用ワックス，くつクリーム等の有機水銀13，計36件

の検査を行ったが，すべて基準に適合していた。

2. 調査研究事項 〔魚介類中の有機塩素系農薬調査〕

本県産魚介類の有機塩素系農薬による汚染状況を把握するため， 51， 52年度に引き続き調

査した。検体採取場所及び魚種。八戸，深浦，三厩，むつ，十三湖，野辺地，青森の各海域

より採取した。その魚種はかれい，ほっけ，かながしら，そい，あぶらめ等20検体で，これ

らの内臓部，肉質部について， BHC， DDT，ドリン剤含有量を測定した。この結果，内

臓部，肉質部いずれからも， BHC，DDT，ドリン剤が検出され，内臓部は肉質部に比較

~7~ 



して 5倍から10倍の高い濃度が認められたものの，牛乳，リンゴ等の農薬の基準値に比べて

比較にならない程の低い濃度であった。又，牛乳の汚染ではかBHC体の食物連鎖によ

る濃縮が大きいが，魚介類では，その傾向がみられなかった。本調査は今後継続して行い，

今回の基本データと比較することによって，魚介類の農薬残留値の推移を観察してゆきた

L 、。

3. 技術研修 〔水道法改正に伴う水質検査方法の技術指導講習会〕

県内11保健所の水質検査担当職員12名を対象として延4日間にわたり技術指導を実施し

。
た

表1 食品一般依頼検査 (昭和53年度〕

体検査種目

食品添加物

甘

着

保

漂

味

色

存

白

乳製品規格検査

栄養分析

有害性物質検査

そ の

E十

項 検日

15 

(5) I サッカリン さきいか，いずし

かぶ¥漬

さきいか，ほたて貝

菓子用柏葉，干柿，かずの子

(1) タール色素

ソルピン酸(2) 

(7〉|亜硫酸塩，過酸化水素

1 1 !il\n~~LIi\I形分 ( 

| 水分，灰分，組脂肪，粗蛋白質 | 
6 I 
| 炭水化物 l 

lヒ素鉛銅カドミウム有
機塩素化合物，有機リン化合物

I pH，塩化ナトリウム，総コレ
4 I 
l ステロール

30

1 

ヤクル卜

味っ子漬，焼ちくわ，ゆで卵

玄米，ジュース，魚

口
円
H
a

悶
夕、‘

品

μ'v 
き
Cさ
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表2 食品行政依頼検査

検査及び調査内容 l件数 l

食品添加物 103 

甘 味 (19) キヰ

着

保

色

存
本

料

(15) 

(44) 

タール色素製品検査 1 51 

油脂食品調査 1
32

1 

学校給食用食品中の c I 

フタ/ルレ酸エステル調査 | υ| 

魚介類中の水銀調査 I 9バl 
食品中の PCB調査 l 凹

果版実中杓の残閥留麟開調査~I 20川| 
牛乳中の残留農莱調査 1 5イ| 
豆のシ…ア口ン吋検査 I 51 

食品中の重金属検査ト 1 I 
ト

畜 産物中の合成川ハ|
抗菌剤調査| ム山VI

貝毒調査 l幻

PCB，残留農薬による 円川| 
母乳汚染疫学調査| よωVI

発 色

漂 白

1T 
=」一nH

項 目

サッカリン

タール色素

ソルピン酸，ジフェニル

E硝酸塩

過酸化水素

酸価，過酸化物価

DBP， DOP， DHP 

総水銀

PCB 

BHC， DDT， ドリン斉リ

BHC， DDT， ドリン剤

(昭和53年度〉

l 検体

| 清涼飲料水，漬物，氷菓子，
| さきいか，菓子，ロール

| 菓子，漬物，氷菓子
ちくわ，さきいか，漬物，か
まぼこ，みそ，ハッサク，レ
モン，オレンジほか
たら子

かずの子，ゆでめん，ゆでう
どん

タール色素製剤

即席中華めん，油菓子，せん
ぺい，かりんとう

ドレッシング，ジャム， ソー
ス，しょう油

ほっけ，めばる，そい，たなご

牛乳，肉類，乳製品，魚介類

りんご，ぶどう

牛乳

輸入豆シアン

錫，鉛，ヒ素，銅，カドミウム

ピリタミン

脂溶性貝毒

P C B， BHC， DDT，ド
リン剤

みかん缶詰

鶏肉，鶏卵

ホタテ，ムラサキイガイ

母乳
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表3 水質一般依頼検査 (昭和53年度)

検査種目
|件数 l 目

全項目検査 300
飲料水

そ 也'Al
 

85 I フッ素，鉄，マンガン，亜鉛，残留塩素他の

|し尿放流水 104

排水|ゴミ焼却場 31

下水， 埋立地， 他 23 

河 i
 
l
 

--ノ 水 166 

温

分

分

の

項

pH，浮遊物質， 塩素イオン， 生物化学的酸素要

求量，化学的酸素要求量，総窒素，アンモニア性

窒素， PCB，有機リン，重金属，シアン，溶存

酸素，透視度，油膜，その他

陽イオン，陰イオン，遊離成分他

ナトリウム，カルシウム，硫酸，塩素，炭酸，水
素等各イオン，蒸残他

pH，総硬度，塩素イオン

※ 申込み件数32中実施件数30
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青森県衛生研究所報 16， 11ー14，1979 

ハタハタより分離したF型ボヅリヌス菌

山本耕一 大友良光 豊川安延 山本昌三 川村正栄

緒扇

1958年， Mφllerと Scheibelはデンマークの Lan-

geland島で、発生したボツリヌス食中毒の原因食品であ

る自家製 liverpasteから， 血清学的に未知のボツリ

ヌス菌を分離した。この菌株 (Langeland株〉は直ち

に Dolmanと Murakamiのもとに送られて詳細な実

験が行われ，その結果， Langeland株は Clotridium

botulinum type Fと命名されるべきものの原型株であ

ると提案された。ついで， 1965年， Eklund と Posky

はカリフォルニア州とオレゴン州の太平洋沖合より採取

した海底泥の培養液中にF型毒素を検出し，後に同培養

液より蛋白分解性の Langeland株とは異なる蛋白非

分解性の菌株を分離した。以後，この蛋白非分解性F型

菌は Craigと Pilcher (1966年〉によりアメリカの

コロンピア州で採取したマス (Oncorhynchusnerka) 

のエラと腸の混合培養液から， また Midura等(1972

年)によりカリフォルニア州で1966年に発生したボツリ

ヌス食中毒の原因食品である自家製の venisonjerky 

からも分離されているO 一方蛋白分解性F型菌は， Wi-

lliams-Wal1s (1968年〉によりパージニア州のヨーク

州で捕獲したカニ (Callinectessajidus)から， Gim-

enezと Ciccarelli(1972年〉によりブ‘エノスアイレス

の Balcarce市近郊のジャガイモ畑土壌から， またソ

連においても Bulatova等(1972年〉により分離され

ている O 他に F型菌は分離されていないが，その毒素

は， Ward等(1967年〉によりルイジアナ州の Atcha-

falaya川で捕獲した buffalofish (Ictiobus)のエラ

と腸の混合培養液に， 同じく Ward等(1967年)によ

りブラジルの Fortalezaの海浜の砂培養液に， Wentz 

等(1967年〕により東部ノースダコア州の小川の泥土の

培養液に，更に Mortojudo等(1973年)によりインド

ネシアの海底泥2検体の培養液及びエピの 1種 (Pena-

eus sp.)とマボラの 1種 (Mugilsp.) の各1検体の

培養液に検出されているO

我国での F型ボツリてス菌分離については， 山本等

(1970年〉が十和田湖で、補獲したヒメマス 2検体と同湖

より流出する奥入瀬川の砂1検体から分離した例を最初

とし，以後同じく山本等により小川原湖で捕獲されたハ

ゼ(10匹混合〉とドジョウ (10匹混合〉各1検体，更に

西津軽郡車力村の田光沼で捕獲されたフナ 2検体とナマ

ズ3検体からも分離されている O これらの分離菌株はL、

ずれも蛋白分解性F型ボツリヌス菌であるO また，林と

徳地(1976年〉は琵琶湖北湖で採取したプランクトンの

培養液にF型菌毒素を検出したが，菌分離には至らなか

っfこO

我々は 1973年よりボツリヌス食中毒の疫学的観点か

ら，青森県内におけるボツリヌス菌分布調査を行ってい

るが， 今回海産の魚種であるハタハタ (Arctoscopus

japonics)より蛋自分解性F型ボツリヌス菌を分離した

ので，その分離状況及び分離F型菌の生物化学的性状を

報告する O

材料と方法

1. 被検材料

1978年12月25日西津軽郡鯵ヶ沢町の鯵ヶ沢漁港沖合で

漁獲，冷凍保存されていたノ、タハタ (Arctoscopusja-

ponics)を購入した。

2. 検索方法

1) 被検体の前処理と培養

ハタハタを 4匹宛38検体に分け，各々エラだけを無菌

的に摘出し，これを外科鉄で細切後， TPGYブイヨン

〔トリプチカーゼベプトン (BBL)5%，プロテオー

ゼベプトン (Difco)0.5%，ブドウ糖0.4%， 酵母エキ

ス (Difco) 4.%，チオグリコール酸ナトリウム(和光〉

0.03.%， Lーシステイン塩酸塩〈和光)0.03，% pH7.2J 

12ml入り試験管(18x 180)の管底に入れ， 60'Cの恒温

槽で20分間加熱後急冷し30'Cで、培養した。

2) ポツリヌス菌毒素の検出

培養2日目と 7日目の培養液の一部を取り出し， 0.1 

.%にトリプシン (Difco，1 : 250)を加え，3TC 1時間

後3000rpm30分遠心し，その上清0.5mlを各マウスの腹

腔内に接種， 3日間マウスの生死を観察した。

3) ボツリヌス菌の分離

マウス致死検体の培養液を 1エーゼ宛1枚のLV寒天

平板培地に塗抹し，ガスパック式嫌気性ジャー (BBL) 

を用い37'C48時間培養した。培養後真珠層を形成しボツ

リヌス菌と思われる集落を5mlTPGYブイヨン入り

試験管(14x 110)に接種， 30'C 5日間培養後上述同様

にボツリヌス菌毒素の検出を行った。分離したボツリヌ

ス菌は肝々ブイヨンで保存した。
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4) ボツリヌス菌毒素中和試験

マウス致死過程がボツリヌス菌毒素によると思われる

症状(腹壁陥凹，呼吸困難など〉を呈した培養液につい

ては， 1ml当り 1単位のA，B， E， F型各ボツリヌ

ス菌抗毒素血清(千葉県血清研究所製〉を用いて毒素中

和試験を行った。

5) 分離菌株の生物化学的性状検査

分離菌株の糖分解試験には0.05%寒天加TPブイヨン

〔トリプチカーゼベプトン (BBL) 2%，チオグリコ

ール酸ナトリウム(和光)0.03%， Lーシステイン塩酸

塩(和光)0.03弘粉末寒天(和光)0.05%Jを基礎培

地とし，これに0.5%の割合に各種糖を加え pH7.2に調

整， 4.5ml宛ネジ付試験管 (Pyrex，13ー100)に分注

後110r10分間高圧滅菌した。接種菌量は被検菌の 3TC

48時間培養液O.lml施とし，3TCで培養を行った。次

に， 2，3，6日後の培養液の一部を取り出し， BTB， 

MR試験紙(東洋櫨紙〉で pHを測定し，その測定値が

糖無添加の被検菌培養液の測定値より 0.4以上酸性側に

傾いているものを陽性と判定した。インドール反応，硝

酸塩還元，凝固卵白消化試験には基礎培地として上述

0.05%寒天加TPブイヨン培地を用い，硫化水素産生に

は1'51寒天(栄研〉及び51M半流動寒天(日水)， 

尿素分解には尿素培地(日水)，脂肪分解にはクロスリ

ー寒天培地(栄研)，ゲラチン液化試験には20%ゲラチ

ン(和光〉液を pH6.8に調整して用い，牛乳培地の変

化試験にはバクトスキムミルク (Difo)10%，チオグリ

コール酸ナトリウム(和光)0.03%， Lーシステイン塩

酸塩(和光)0.03%含有培地を pH6.6に調整して用い

た。また溶血反応観察には2%人血加BHl寒天(BBL)

平板を用いた。

6) 分離菌株の毒力測定

被検菌株を肝々ブイヨンで37
0

C48時間培養後，その 1

エーゼを300mlTPGブイヨンに接種， 30
0

C 5日間培養

し，その遠心上清を毒素液として Behrens-K益rber法

により LDIO を算定した。実験動物として 18~20g の

ddy-F系白色マウス(♀〉を用い，毒素液希釈には0.2

%ゼラチン加1/20Mリン酸緩衝液 (pH6.3)を用いた。

結果

被検体の2日目， 7日目の増菌培養液中，典型的なボ

ツリヌス症状を示すものは確認できなかったが， 14検体

に低いマウス致死毒の存在が認められた。次にこの14検

体についてLV寒天平板培地で分離培養を行った結果，

5検体に計35個の真珠層形成集落を認め，純培養後1集

落にボツリヌス菌毒素が検出された。検出毒素は毒素中

和試験等(表1)により F型であることが判明した口

表 1 分離菌株の毒素中和試験

王三包手 素| 抗毒素血清 果

※ 
S (生理的食塩水〉 4/4 

S A 型抗毒素血清 4/4 

S B " 4/4 

5 E "  4/4 

5 F "  0/4 

H5  (生理的食塩水) 4/4 

s 菌株培養液の遠心上清
H5  :菌株培養液の加熱(100oc10分〉遠心上清

※…分母は使用マウス数，分子は舞死マウス数

分離F型ボツリヌス菌株 [Fー鯵ケ沢 (F-Ajigas-

awa)と命名〕は， LV寒天平板培地上で形態が明らか

に異なる 2種類の集落に分かれた。 1つは真珠層の幅が

集落のそれより 2~3 倍広く白色 smooth 型の断面丘

状集落 (F-Aj-s)で， 他の 1つは真珠層の幅が集落

のそれより狭く淡黄色で rough型の偏平大集落 (F-

Ajーめであり，分離当初， 前者は後者に比し数のうえ

で極めて優位を占め，この両集落はともに毒素中和試験

により F型抗毒素血清に中和された。

分離菌株の生物化学的性状検査は，集落の形態が異な

る2種類 (F-Aj-sと F-Aj-r)について行った

が， 表2に示す如く両菌株とも対照に用いた Langel-

and株及び FH1株と一致した。但し F-Aj-r株

は芽胞形成能，毒素産生能，及び硫化水素産生能がF-
Aj-s株よりもやや劣るようであった。分離 F-Aj-s

株の毒力は， 培養菌液の上清1ml当り2.4x104マウス

i.p. LD50を示した。

考察

F型ボツリヌス菌の分離は他の毒素型ポツリヌス菌に

比較して極端に遅れた。この理由として Dolmanらは，

自然界におけるF型菌の分布度合が低く且つ局在してい

るかもしれないこと，また培養初期の産生毒素が急速に

破壊されること，更にはF型菌はその集落と細胞の形の

変化が著しく無毒変異株になりやすい傾向があることを

報告しているO 無毒変異株の出現については， Rymkie-

wiezによる実験では実証されていないが， これ以外の

要因については十分納得のゆく推論かと思われる。

これまで我国では数多くのボツリヌス菌分布調査が行

われてきたが， F型ボツリヌス菌分離例は今回の分離例

を含め青森県での4回のみである O しかも E型ボツリヌ

ス菌に次いで多く分離されているO 従って，我国での白
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対照株
(Langeland， F H1) 

分離菌株の生物化学的性状

(F一鯵ヶ沢〉株菌

表2

¥¥¥¥¥¥¥使用菌株

性状 ¥¥¥¥¥F-Aj-s 

分離

F-Aj-r 

陽性，梓菌陽性，梓菌陽性，梓菌グラム染色性と形状

周囲性周囲性周囲性生距有の毛ンJ¥  

十十+ 動(位相差顕微鏡〉運

0.8. 0.8. 0.8 芽胞の形状と位置

40hr.後に100%形成40hr.後に形成開始40hr.後に100%形成ム己
目己成形胞芽

40hr.後に消化開始

40hr.後に液化完了

70hr.後に消化開始

40hr.後に液化開始

40hr.後に消化開始

18hr.後に凝固・沈澱，
40hr.後に液化完了

十

化

牛乳培地の変化

消白卵回i疑

十十レU，Al
 

液ンチフゼ

18hr.後に多量40hr.後に多量18hr.後に多量生産H28 

ドール産生ンイ

フじ
、Z宅主
;l!li 塩酸硝

解分素尿

十+ ト解分肪日旨

十+ 十応反光乳

+ (幅が広い〉十 (1隔が狭い〉+ (1幅が広い〉成形屑珠真

P F F 
l寸勺

目己血溶血人

+ (4 ~ 7hr.で舞死〉

+ 
+ 

十

十

+

+

+

十

+ 

+ (22hr.以内で舞死)

+ 
十

+ 
+ 

十

十

+

+

十

十 (2hr.以内で舞死)

十

十

+ 
+ 

十

+

十

十

+

グノレコース

マルトース

トレノ、ロース

グリセリン

ソノレビット

アドニット

フノレクトース

サッカロース

マンノース

ラフィノース

テキストリン

サリシン

カ。ラクトース

ラクトース

イノシトーノレ

マンニトール

ラムノース

キシロース

マウスに対する毒性

オぇ

物

分

解

化

炭

08 :卵円形で菌体の中央又はやや偏在性

+:陽性，ー:陰性

~ 13-



然界におけるF型ボツリヌス菌の分布度は低く，しかも

その分布は青森県に局在しているかのようにも思われ

るO

今回の分離例では，被検体の7日間培養液にマウス致

死毒が検出されたが，低毒力のため毒素中和試験は出来

ず， LV寒天平板培地塗抹による菌分離後に毒素中和試

験が行われた。このように，平板で容易に分離可能であ

ったにもかかわらず被検体増菌後の毒力が低いことはF

型菌自体及びその毒素の特異な性質によるものかもしれ

ない。また，分離菌株はLV寒天平板上で2種類の集落

相に解離したが，これがどのような要因によるものかは

今後の実験を待たざるを得なし、。

なお，本報告の一部は第89回弘前医学会例会において

口演発表した。

文 献

1) Mゅl1er.V.and Scheibel， 1. : Preliminary re-

port on the isolation of an apparent1y new type 

of Clostridium botulinum. Acta Pathol. Micro-

biol. Scand.， 48， 80， 1960. 

2) Dolman， C.E. and Murakami， L. : Cl. botul-

inum type F with recent observations on other 

types. J. Infect. Dis.， 109， 107-128， 1961. 

3) Eklund， M.W. and Poysky， F.T. : Cl. botuli-

num type F from marine sediments. Science， 

149， 306， 1965. 

4) Eklund，恥1.羽T. et al. : Characteristics of 

Clostridium botulinum type F isolated from the 

Pacific Coast of the United States. Appl. 

Fν1icrobiol.， 15， 1316-1323， 1967 

5の) Craig， G 
t句ypeF : Isolation from salmon from the Colum-

bia River. Science， 153， 311-312， 1966. 

6) Midura， T.F. et al. : Clostridium botulinum 

type F: Isolation from venison jerky. Appl. 

恥1icrobiol.， 24， 165-167， 1972. 

7) Wil1iams-Wal1s， N.J. : Clstridium botulinum 

typeF: Isolation from crabs. Science， 162， 375-

376， 1968. 

8) Gimenez， D.F. and Ciccarel1i， A.S.: Clostr-

idium botulinum type F in the soil of Argentina. 

Appl.恥1icrobiol.， 16， 732-734， 1968. 

9) Ward， B.Q. et a1. : Survey of the U.S. Gulf 

Coast for the presence of Clostridium botulinum 

Appl. Mircrobiol.， 15， 629-636， 1967 

10) Ward， B.Q. et al. : Further indications of 

Clostridium in Latin American waters. Appl. 

民1icrobio1.， 15， 1509， 1967. 

11) Wentz， M.W. et al : Clostridium botulinum 

type F : Seasonal inhibition by Bacillus lichenif-

ormis. Science， 155， 89-90， 1967. 

12) Mortojudo， J.W. et al.: The presence of 

Clostridium botulinum in Indonesian waters. 

J. appl. Bact.， 36， 437-400， 1973. 

13) Yamamoto， K. et al. : Examen du Cl. botul-

inum dans ies echantillons preleves au Lac To-

wada. Hirosaki Med. J.， 22， 92-96， 1970 

14) 山本耕一，他青森県湖沼における Clostridi-

um botulinum分布に関する調査研究(第 I報). 青

森県衛生研究所報， 12， 1 -9， 1973 

15) 山本耕一，他青森県湖沼における Clostrid-

ium botulinum分布に関する調査研究(第V報〉

青森県衛生研究所報， 15， 11-17， 1979. 

16) 林賢一，徳地幹夫:滋賀県におけるボツリヌス

菌の分布調査，第5報，琵琶湖北湖のプランクトンにつ

いて. 滋賀県衛生研究所報， 12， 33-37， 1976 

17) 山本耕一，他青森県湖沼における Clostrid-

ium botulinum分布に関する調査研究(第E報). 

青森県衛生研究所報， 13， 61--69， 1975. 

18) 医科学研究所学友会編:細菌学実習提要.丸善，

東京，第3版， p470， 1971 

19) Rymkiewiez， D. : Studies on type F Clost-

ridium botulinum. 1. Properties of serected cult-

ures of the Langeland strain. Med. Dosw. Micr-

obiol.， 20， 173-179， 1968. 

~ 14-



青森県衛生研究所報 16， 15ー 19，1979 

1978年青森県内に多発したポツリヌス食中毒

山本耕一 大友良光 豊川安延 山本昌三 川村正栄

昭和26年北海道岩内郡島野村で発生した「サパし、ず

し」によるボツリヌス食中毒が初めて報告されて以来，

我国におけるボツリヌス食中毒は昭和52年まで81件を数

えるO このうち青森県内での発生件数は10件(他に3件

の推定件数あり)，全国件数の約12~￥を占める。青森県

におけるボツリヌス食中毒発生件数を年次別に追ってみ

ると，昭和31年の3件を除き昭和49年までは数年に 1件

の割合で発生しているが，昭和50年からは毎年1件宛発

生し，昭和53年には推定1件を含め計4件となりこれま

でにない件数となった。本論文では，昭和53年における

これら 4件についての発生概況，その原因食品，及び細

菌学的検索の成績を述べるO

第 1 例

発生概況…昭和53年9月25日，青森市浪打に住む稲O

渥0(46才，女性〉は，同市野内字浦島の沼O家で作られ
た「シイラいずし」を摂食して発病した。 r¥，、ずし」を
作り摂食していた沼O家の 2名及びこれをゆずり受けて
摂食していた 1名は発症しなかった。

症状…稲O渥Oは9月23日の夕食に小量の「シイラい

ずし」を摂食，更に同月24日， 25日の昼食と夕食にも同

「し、ずしJ1，.....， 2匹宛を摂食，翌朝から頭痛，倦怠感，
複視，舷畳等の症状を訴え市内T内科で診察を受けた。

受診後次第に固形物の明記下困難，舌のもつれ，手肢の麻

埠，脱力感，暖声等の症状が現われ，同日夕刻には水の

聴下困難となり市内のM内科に入院した。翌27日には更

に症状が悪化して呼吸困難となり，脳溢血文は脳腫蕩の

疑いで、県立中央病院に入院した。患者は入院後ボツリヌ

ス中毒の疑いで直ちにポツリヌス菌抗素混合血清による

治療が行われて快方に向った。

推定原因食品・・・発症以前における患者の食品摂食状況

については患者の記憶が定かでなく詳細不明であった。

しかし，患者の症状がボツリヌス症と酷似し，しかも発

症前に「シイラいずし」を摂食していたことより，原因

食品は「シイラいずし」であると推定された。

この「シイラいずし」は沼OさOが作ったもので，そ

の製造方法は次のようであるO 原料のシイラは，野内村

の漁師からゆずり受けていた友人より更に分与されたも

のであった。但し，その漁獲月日，鮮度等の詳細は不明

であった。製造者は9月12日頃，このシイラの頭部・内

臓を除去し，水洗後時々水を換えながら 2日間「血出

し」を行い，これに食酢，食塩を加え半日放置した。次

に9月15日から16日頃，魚体に4合程の米飯， なんば

ん，生しょうがを混合し漬け込んだ。その後9月23日に

試食を行い，一部を稲O渥Oと佐O義Oの2名に分与し

た。

細菌学的検索

1. 食中毒関係材料の菌検索

臨床症状によりボツリヌス症と疑われたことより，ボ

ツリヌス菌毒素検出及びボツリヌス菌分離検査を行った

が，他の食中毒原因菌の検索もあわせて行った。

1) 被検体

シイラいずし…9月28日と30日に当所に送られた患者

食ベ残しれ、ずし」を約20g宛10検体に分けた。

「シイラいずし」漬け込み樽の残物…事件後既に洗浄

されてあった木製樽が9月29日に当所に送られ，その樽

の間隙に残っていた r¥，、ずし」残物を集めて 1検体(1 
g以下〉とした。

患者の血液， 便…9月28日送付患者血液(約5ml)， 

10月2日送付患者便(約1g)を検体とした口

2) 被検体の前処理

「シイラいずし」については，各々等量に滅菌生理的

食塩水を加え乳鉢中ですり潰して乳剤とし，血液につい

ては血清を分離し，また，便については5mlの滅菌生

理的食塩水を加えて撹持後，これにストレプトマイシン

を最終濃度750μg/mlになるように加えた。「シイラいず

し」漬け込み樽の残物については，肝々ブイヨン 5ml

を加えた。

3) ボツリヌス菌毒素検出試験

上述前処理検体を3000rpm30分間遠心し，上清の一部

に0.1，%になるようにトリプシン (Difco，1 : 250)を加

えて3TC1時間放置，その0.5ml宛を 1検体当り 2匹の

マウスに腹腔内接種した。毒素中和試験にはllU/mlの

ボツリヌスA，B， E， F型診断用抗毒素血清(千葉県

血清研究所製)を用いた。

4) ボツリヌス菌分離試験

患者血清以外の前処理検体の遠心沈査をLV寒天平板

培地に塗抹し， 3TC 48時間ガスパック式嫌気ジャー

(B BL)で嫌気培養後，真珠層形成集落を5mlクック

ドミート培地又は肝片加肝臓ブイヨン培地に釣菌し 30

'C24時間培養を行い，ボティシンE液を用いた画線培養
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込用いてE型ボツリヌス菌を選択する一方，他の毒素

型菌については従来の方法により菌検索を行った。

2. 本例関係場所のボツリヌス菌汚染状態調査

ボツリヌス食中毒関係場所のボツリヌス菌汚染状態を

知ることにより，原因菌の推定が可能である場合もあ

り，同時に，原因菌汚染状況を調査しておくことは疫学

上重要な意味を有する故，患家排水路の泥土7検体，

「し、ずし」製造家庭の排水路の泥土5検体， I¥'、ずし」

製造家庭隣接の畑土3検体について常法により菌検索を

行った。

3.結果

「シイラいずし」の pHは5.2であった。 Iシイラい

ずしJ， Iし、ずし」製造樽の残物，患者血液，患者便の
何れよりもボツリヌス菌毒素及びボツリヌス菌は不検出

であった。一方， IシイラいずしJ1検体及び I¥'、ず
し」製造樽の残物1検体の非加熱増菌培養液の遠心上清

にボツリヌス菌毒素以外の易熱性マウス致死毒が検出さ

れ，これらの検体から Proteusvulg~ris が分離され

た。しかし，被検体の直接塗抹平板からは，この菌は分

離されなかった。また，血液以外の被検体より， E型ボ

ツリヌス菌の芽胞発芽を閉止するグラム陽性球菌が多数

分離された。次に，本例関係場所からはボツリヌス菌不

検出であった。

本例では， Iシイラし、ずし」を推定原因食品とするボ

ツリヌス食中毒の疑いで菌検索依頼があったが，ボツリ

ヌス菌毒素，菌ともに不検出であった。しかし，患者の

臨床所見，また患者が「し、ずし」を摂食している点，更

にはボツリヌス菌抗毒混合血清の奏功などから考え，本

例はボツリヌス食中毒と考えるのが妥当であろう O

第 2発生例

発生概況…昭和53年10月7日，東津軽郡平内町大字浅

所雷電際の飯O家で作った「カレイいずし」を摂食した
飯Oスo(68才，女性〉と同 I¥'、ずし」の分与を受けて
これを摂食した同町大字藤沢字人形坂の飯O和o(36才
女性〉が軽いボツリヌス症を呈した。この両家の家族7

名と近所の3名も同「し、ずし」を摂食したが発症しなか

っTこO

症状…患者飯OスOは10月1日から毎日「カレイいず
し」を摂食していたが， 7日12時頃から腹痛，幅吐，下

痢の症状が現れ 8日に倦怠感を訴え， 9日午前11時に

平内町中央病院に入院した。他方，患者飯O和Oは10月
6日に I¥'、ずし」の分与を受け，同日の夕食でこれを摂
食，翌7日午前2時30分頃から幅吐，午後には下痢，

「ロレツがまわらなし、」等の症状が出現，前述患者と同

時に9日平内町中央病院に入院した。入院時の診断では

発語障害，手の麻陣，瞳孔散大，軽度の膜下困難の症状

が認められた。両患者とも入院後直ちにボツリヌス菌抗

毒素混合血清治療により全快した。

原因食品…原因食品はカレイを原料とする自家製の

「カレイいずし」で，患者飯OスOにより次のようにし

て作られた。 9月21日頃，行商人よりカレイ約4kgを購

入，頭部と内臓を除去，水を3回換えながら 1日中水に

浸し，水切り後米飯3升と近所から購入した人参，生し

ょうが，なんばんを混合， 11日間漬け込んだ。

細菌学的検索

1. 食中毒関係材料の菌検索

ボツリヌス菌毒素検出及びボツリヌス菌分離検査を主

体としたが，患者の下痢症状が顕著であったために他の

食中毒原因菌の検索をも併せて行った。その方法は前述

第1例と同一であった。被検体は次のとおりであるO

カレイいずし…患者飯O和Oの家の屑入れに捨ててあ
った「し、ずし」約500g.円、ずし」製造家庭の冷蔵庫中

の「し、ずし」約200g，及び同家の「し、ずし」製造櫓の

洗浄物約50gを10月9日に採取し，これらを約50g宛10

検体に分けた。

患者血液…10月9日に採血された患者飯O和Oの血液

約5mlを検体とした。

2. 本例関係場所のポツリヌス菌汚染状態調査

10月9日に患家の排水路泥土3検体， Iし、ずし」製造

家庭の排水路泥土1検体及び排水沈澱槽汚物1検体を採

取して菌検索を行った。

3. 結果

「カレイいず、し」のpHは4.2であった。 Iカレイい』ず

し」及び患者血清からはボツリヌス菌毒素不検出であっ

たが， Iカレイいずし」の300C48時間増菌培養液10検体

中6検体にE型ボツリヌス菌毒素を検出し，当該菌(平

内株〉をも分離した。他方， Iカレイいずし」前処理検

体，及びその増菌培養液のLV寒天平板上において真珠

層を形成した集落のうち約半数がE型ボツリヌス菌の発

育に括抗作用を及ぼす BoticinE生産菌であったこと

は注目に値する O更に，ボツリヌス菌以外の細菌として，

「カレイいずし」検体の直接塗抹培養平板より Citrob-

acter freundiiを多数分離したO また，本例関係場所

より採取の5検体からはボツリヌス菌不検出であった。

本例は自家製「カレイいずし」を原因食品とする E型

ボツリヌス食中毒であったが，本食品から Citrobacter

freundiiが多数分離された事実より，この菌も本食中

毒に関与した疑いがもたれる O

第 3発生例

発生概況…昭和53年10月15日，上北郡野辺地町字家の

上で，熊O家の夫婦が自家製の「カレイいずし」を摂食
して発病した。
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症状…夫の熊O正o(48才〉は， 10月15日午前6時20
分，朝食に「カレイし、ずし」を 3~4 枚摂食し，午前10

時に腹部膨満感，午前11時に朝食と同じ弁当を食し， 30 

分後腹痛，日匝気を訴え，午後6時には3回の幅吐があっ

た。同日の夕食はとらず，翌日日午前10時には視力減

退，限除下垂感，複視，目まい，口渇，脱力感があり，

午後2時30分に公立野辺地病院に入院した。一方，妻の

熊Oつo(46才〉は， 10月15日の朝食には「カレイいず
し」を摂食しなかったが， 12時30分，昼食tこ 5~6 枚程

の「カレイいずし」を摂食，午後3時に幅気，日匝吐，腹

部膨満感ぷあった。夫と同様にその日の夕食はとらず，

午後10時に幅吐2回， 17日に幅吐の他胸部が苦しく脱力

感があった。 2名とも軽症で，ボツリヌス菌抗毒素混合

血清治療により全快した。

なお，患者達には2名の子供がし、たが，平内町でのボ

ツリヌス食中毒(本文の第2例〉の教訓|から，彼等に

「カレイいずしJを食べきせなかったとの事である O

原因食品…原因食品の「カレイ L、ずし」は患者熊Oつ

Oが自宅で作ったもので，その製造方法は次のとおりで

あった。野辺地町の移動販売車より体長lOcm位の小型カ

レイを1.5~ 2 kg程購入し， 9月20日頃カレイの頭部，

内臓，尾部を除去， 3日間毎日 2回水道水を交換しなが

ら水に浸し，水切り後500ml位の食酢に浸し，酢切りを

行った後米飯5合， 生しょうが及び自家栽培した人参

の混合物を魚体と交互に木製樽に入れ， 2 日位後に 7~

10kg程の重石を乗せて漬け込み，これをトタン張りでコ

ンクリート床の小屋に置いた。なお，移動販売車のカレ

イ仕入れ先は青森卸売り団地であったというが，その漁

獲場所等は不明であった。

細菌学的倹索

1. 食中毒関係材料の菌検索

後述の被検体についてボツリヌス菌検索を行った。被

検体の前処理及び検索方法は第1例と同一である。

カレイいずし…10月10日当所に「カレイいずし」約3

kgの入った樽が送られた。カレイ1.5枚分と米飯等をま

ぜ合わせた約40gを1検体とし，樽の上部，中部，下部

より各々 4， 3， 3検体の計10検体を選び出し}to

患者血液及び便…10月16日当所に送られた患者2名の

血液各々約5ml，便各々約 1gを被検体とした。

2. 本例関係場所のボツリヌス菌汚染状態調査

患家の排水路の泥士3検体，患家の畑士7検体につい

て調査した。

3. 結果

「カレイいずし」のpHは5.0であった。 rカレイいず

しJlO検体と患者便2検体より E型ボツリヌス菌毒素及
び当該菌(野辺地 II-l~3 株〉を検出・分離したが，

血液中にはボツりヌス菌毒素陰性であった。

ボツリヌス菌汚染状態調査の結果，患家の排水路の泥

土1検体及び「し、ずし」材料の人参栽培畑土1検体より

E型ボツリヌス菌(野辺地II-4株〉を分離した。患家

排水路における E型菌の汚染は事件後の汚染と考えられ

るが，畑土のそれは人参を介するf¥，、ずし」への汚染の可

能性を思わせる O しかしながら，他地域の畑土及び「し、

ずし」に使用のカレイと同時期に漁獲されたカレイによ

るE型菌汚染度合が不明であること等により，畑士が本

例の原因商の汚染源であるとの断定は困難である O

第 4発生例

発生概況…昭和53年12月12日，上北郡野辺地町字寺の

沢の安O家で自家製の「イワシいずし」を摂食した2名

中1名が発症し重症であった。

症状…患者安Oスo(51才，女性〉は， 11月初旬から
自家製の「イワシずし」を摂食していたが， 11月15日頃

脱力感，日:渇，腹部膨満感の症状を訴え，公立野辺地病

院で診察を受けた。その後28日頃には患者の夫の安O三
Oも同-症状で、診察を受けたが，当時医師はボツリヌス

症を考えていなかったと言う O しかし， 12月10日午後7

時の夕食に「イワシいずしJを摂食した安OスOは， 12 
月12日午前10時頃から軽度の按痛，視力減退，脱力感，

手のしびれ，歩行困難の症状を訴え，同日午後から口

渇，舌のもつれ，咽頭痛の症状が加わり，更に時間の経

過とともに症状が悪化，翌日日午前6時20分，放さ、車で

公立野辺地病院に運ばれ入院した。同日午前9時の診察

では，意識混濁，呼吸麻痔，チアノーゼ，陪孔散大，血

圧下降 (70mm)が認められ， 翌日日;から腹部膨満N&，

尿閉等の症状が加わった。患者は重症であったが，ボツ

リヌス菌抗毒素混合血清治療により -命を取り止めた。

なお，前述した安O三Oの方は診察時以来体の異常は訴

えていない。

原因食品…原因食品である「し、ずし」はイワシとカレ

イの 2魚種を同ーの木製樽に重ねて漬けたもので，その

作り方は次のとおりであった。 9月22日頃，イワシの頭

部，内臓を除去し，水洗後3日間毎日水を 3凹換えなが

ら「血抜き」を行い，水切り後，米飯，人参，生しょう

が，唐辛子，それに少量の食塩を加えた混合物を魚体と

交互に樽に漬け込んだ。次に， 9月24日頃，カレイの頭

部，内臓，尾部を除去し，水洗後2日間毎日 3目水を換

えながら「血抜き」を行い，これを以前漬けておいた

「イワシいずし」の上部に前述同様漬け込んだ。安C家

では，この「いずし」を45日以上、漬け込んだ後に摂食し

始めた。患家では「し、ずし」を摂食する際，樽の上部か

ら順次摂食していたわけではなく，時に応じ適宜各部位

から取り出していたという O

細菌学的検索

1. 食中毒関係材料の菌倹索
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下記の被検体についてボツリヌス菌検索を行った。方

法は第1例と同一であった。

イワシいずし…患者の食べ残し「イワシいずしJ3検
体及び「し、ずし」樽より 7検体取り出した。何れも約30

gを1検体とした。

患者便…採便俸で採取した2検体。

2. 本事例関係場所のボツリヌス菌汚染状態調査

患家排水路の泥土3検体，患家周囲の土壌5検体につ

いて検査を行った。

3. 結果

「イワシいずし」のpHは4.2であったo rし、ずしJlO
検体中6検体からE型ボツリヌス菌毒素を検出したが，

患者血液及び便からは不検出であった。菌分離検査の結

果， rイワシいずし」と患者便より E型ボツリヌス菌

(最高気温.C) 12日13日 23日 25日
30，第 1例 什一一一一札 1日 7日

市 2例 明治一一←→叩
28~ ;，;.. ~ ;.;，; 20日ト→:-::::-----------.. ---. '---H 1第3例 E ・ U

2オ ヲリ1:1t-寸一 -一ーーー・・71第 4例 目~~ -------ii月10日摂食
261 ・印青森市
251句 O印野辺地町

3
2
1
A
0
9
 

q
L
0
4

の
L

。，M
唱

i

日
一日

ヘ
川
川
円

10 15 20 25 301 10 15 20 
9月 10月

図 4事例のボツリヌス食中毒発生と最高気温との関係

得た。

(野辺地皿ー 1~2 株〉並びに多数の Boticin E生産 ポツリヌス中毒症状は，毒素を含む食品の摂食後12~

菌を分離した。一方，ボツリヌス菌汚染状態調査では 36時間で現われるのが普通で，極端に短い場合にV時
ボツリヌス菌不検出であった。 間，長い場合には4日目に発症するといわれているが，

考 察 表に示す如く，本報告の第3例で1名は3時間40分，他

昭和52年以前の10年間における我国のボツリヌス食中 の1名は2時間30分と i¥，、ずし」摂食後極めて短時間の

毒発生状況をみると，昭和43年と昭和52年の各5件が年 うちに発症しているo この両名の初期主症状がぺ)リヌ

間最高発生数であり，今回のように同一県内で1年に4 ス菌毒素による特異症状ではないとされている恒吐であ

件もの発生をみることは極めてまれなことである O ボツ ったことから考え，恐らくボツリヌス菌毒素とは異なる

リヌス食中毒は，その発生頻度は少ないが，発症者の死 病因物質も本食中毒に関与していたのではないかと思わ

亡率が高いことから最も恐ろしい細菌性食中毒とされて れる O この例と同様に，第2例でも幅吐症状が出てい

L 、る O しかしながら，今回， 4件の発症者は総て医師の るO 本例では患者2名とも初期症状として，幅吐と同様

早期診断とボツリヌス菌抗毒素混合治療により死を免れ にボツリヌス菌毒素によるものとは考えられない下痢症

表 「L、ずし」製造方法と患者の i¥，、ずし」摂食状況

製 造 の 状 況 |患者名|いずし|いずし摂食

事例別l耕|材 料 i 製造方法|受手~I 説話 I (: ~) I摂食月日 l法書簡ま!その他
|自家|魚(シイラ21魚の頭部・内臓除去
|食酢，食塩 l→水洗→血出し 2日I.'!ffio-;h 1- I ofw.Í\~Í\ I 0 R 00 D 

第1~造licょtifliP持日|盟 19月13日頃122F2〉(9E21r時吋
I #'f'J..，.，(， I #.n-.n"5Till. rf-t1l;!$1U>.-+ I I '<;!;:;I¥-?I¥ 110月1日カ￥ら
魚(カレイ)恨の頭部・内臓除去飯Oス9，1発症まで毎日18時間前倒

.. 1米 飯 i→血出し 1臼→水切 1~* j 10 R00DI-'iS"IC68才，♀引のように摂食10"'1"1同'JHIJ寸
第2例" 1人 参|り→米飯，野菜→蓋|行商人 19月22日頃ト一一一千←一一一一十一一一一斗-

2配CJβi弘ゑ判|重釘石 i \C祭駐2?兜~)\ 1悶 6日|同約6日判| 

I I塁(カレイ〉パl魚の頭部.内臓.尾熊O正QJ附悶 13時間却
米 飯 i除去→血出し 3日→ I's1 ~ 1 1(4絹8才，合)1 .LVJJJ.'-''-' 1'-''''1"I'''J"，v/JI 

第3川17仰例例F刻列引ul " 1安 酢|水切り→食酢→酢切|移動 19 月 23 日頃I\.~O/]. 0/1一一一
I " It塩(少雲|口曜日|販売車i L2272)いo月間 |2時間3叫

iiJL!?叫 l?21H252〕9月一|日組員 39~~づ塑
人 参|塩→蓋，重石 .l.Y-̂..JLJ/J.-.I j"-' / J........ t-I 7'j ※III月初ZUり III月28日
生しょうが I~ -1ii:L' ~'I--I安O三01摂食。詳細は頃に一度

l |唐辛王上一一よ玉三，令)1不明 | 一一一受盆一一

※ 1月28日頃の診察ではボツリヌス症とは診断されていなし、。従って，発症者としての届け出はなされていない。
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状が認められた。菌検索の結果， rいずし」からE型菌
とともに直接平板塗抹培養で多数の Citrobacterfre-

undiiが分離され，本例ではこの菌が患者の初期症状で

ある下痢に関与したものと思われる。

本報告のポツリヌス食中毒多発の要因として，まず第

1に「し、ずし」製造時の高気温が考えられる。本報告4

例とも図に示す如く， rいずし」製造時期は9月中旬か
ら下旬に集中しているが，この時期は例年になく残暑が

厳しく連日21度以上の暑さが続き，ボツリヌス菌の発育

には好適であったと言える O

第 2に「し、ずし」製造方法にも問題があったものと思

われる。従来より円、ずし」製造に際しては，経験的に

ある量の食酢又は食塩が使用されており，これが各種菌

の増殖防止に役立つているO ところが，表に示す如く本

例4件では，食酢，食塩はむしろ味付用として極めて少

量用いていたにすぎなL、。

本県における r¥，、ずし」製造方法は，地域により差が
みられ，概して，まだ1件のポツリヌス食中毒も報告さ

れていない西海岸地域では食塩を多く用い，他の地域で

はあまり食塩を用いないといわれている O しかし，その

実態は明らかでなし、。従って，今後住民に対して円、ず

し」製造方法等に関するアンケート調査を行い，これを

分析して今後のボツリヌス食中毒防止の資料を得る必要

があると思われるD

最後に，本報告の疫学調査資料のー郎は，七戸，青森両保健所

の調査にもとづくものであれまた.気温に関する資料は，青森

地方気象台より提供されたものであることを附記する。なお.

本報告の一部は，第14回青森県環境保健部職員研究発表会及び第

28回東北公衆衛生学会において口演発表した。
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青森県衛生研究所報 16， 20--24， 1979 

青森県漁港における Clostridiumbotulinum 

分布に関する調査研究

山本耕一 豊川安延 大友良光 山本昌三 川村正栄

章者 官E苦ヨ 調 査 地

青森県におけるボツリヌス菌(以下ボ菌と略〉食中退 表1に示した如く，青森県内の漁港，一部の沿岸及び

の疫学的見地から，著者らは1973年より県内の湖沼河川 港を調査地とした。

ならびに湖沼生息魚介類を対象にボ菌分布調査を行って

きた。 表1 1978年度ボ菌分布調査における土

V報1977年迄の調査成績は第1報~第 で報告の如く，
壌検体の採取地点名及び地点数

E型ボ菌は広域地に， A， F型ボ菌は局地的な分布を示 小舟渡漁港 32 矢越漁港 63 今別港漁
すことを明らかにした。詩に， E型ボ菌の広域的な分布 2 材申 " 33 磯谷" 64 三厩"
は本県のボ菌食中毒発生に多大な影響を及ぼしているも 3 追越" 34 長後" 65 宇鉄"

16) 
のと推測される O 既に Dolmanと Changは， E型ボ 4 大蛇" 35 福浦" 66 龍飛"

菌食中毒を fisfr.-bornbotulismと報告しているよう 5 金浜" 36 牛滝" 67 小泊"

に，本邦における E型ボ菌食中毒の殆どは生魚を原料と 6 大久喜" 37 九般泊" 68 脇元"

する「し、ずし」によるもので，魚との関連性はE型ボ菌 7 種差" 38 脇野沢" 69 十三"

食中毒の疫学的特徴の一つで， これに関する論文も多 8 深久保" 39 小沢" 70 鯵ヶ沢"

L 、。 9 白浜" 40 蛎崎" 71 北金ケ沢"

海域におけるボ菌分布調査と生態学的研究に関する報 10 八戸" 41 宿野辺" 72 田野沢"

告を掲げてみると， Johannsenは Sweden沿岸の海底 11 百石" 42 槍 )11" 73 風合瀬"
17) 18) 

12 三沢" 43 田野沢" 74 轟木"泥及びニシン，また Scandinavia沿岸の海底泥より高

率にE型ボ菌を検出し， Eklundらは Alaska，Washi- 13 平沼" 44 戸沢" 75 広戸"

ngton， Oregon， California各州の太平洋沿岸の泥及
14 I白 " 45 浜奥内" 76 横磯"

びそこで、捕獲したカニからA，B， C， D， E， Fの各 15 白糠" 46 鶏沢" 77 艦作"

型ボ菌，特にE型ボ菌を高率に検出し CraigらKOr-
16 尻労" 47 横浜" 78 岩崎"

17 尻屋" 48 野辺地" 79 森山"
egon， Washington各州の沿岸で、捕獲された salmon，

18 岩屋" 49 清水川" 80 大間越"
sole， sode， syster， slam， srabの殆どに五型ボ菌毒

19 関根" 50 小湊" 81 大開港(i~~)
素を，稀にAB及びB型毒素をも検出し， Wardらは 20 正津川" 51 東田沢" 82 玉松海岸
TexasのBrownsvil1及び Floridaの KeyWest沿 21 大畑" 52 稲生" 83 油 )11" 
岸より捕獲した魚類と海底の泥砂より E型ボ菌を多数検 22 木野辺" 53 茂浦" 84 沖館小浜"

出し，小野らは北海道海岸より内陸の河川湖沼にE型ボ 23 下風日" 54 久栗坂" 85 合浦"

菌が高く分布していると述べている O 24 桑畑" 55 奥内" 86 原別"

本県における海域関係のボ菌検出成績については， 25 易国間" 56 後潟" 87 野内"

1960年に一部の海岸について行われたがボ菌不検出で、あ 26 蛇浦" 57 蓬田" 88 青森港(底~)
った。また， 1977年の「イワシずし」によるE型ボ菌食 27 大開港 58 瀬辺地" 89 川内港底~34 

3D 28 奥戸漁港 59 蟹田" 90 野辺地港(底的
中毒の汚染源調査において，同一海域由来と思われるイ

29 材木" 60 平館" 91 小湊港(底6) 
ワシ 4匹の鯨混合検体からE型ボ菌を検出した。本県海

30 原田" 61 砂ヶ森"
域に関するボ菌分布につし、ては以上2例にとどまり明ら

31 佐井" 62 霊月"
かにされていなし、。従って， 1978年のボ菌分布調査は従

来の内陸水域地と異なる漁港周囲ならびに近海魚類を対

象とした。
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被検材料

海岸砂，海底泥及び魚類を被検体とし，海埠砂と海底

泥の採取地，検体数及び検体採取年月日は表2に，また

魚の漁獲海域，種類，検体数及び漁獲年月日は表3に示

した。なお，検体の採取方法は次のとおりである O

海岸砂…去1の1~87地点の波打ち際に沿って，各地

点あたり約500g宛3検体採取した。

i在底泥…去 1 の88~91地点の海岸に近い海域(深度 1

~5m位〉において検体あたり 500 g 宛を採泥~~

(Ekman-Berge Dridge， No.2007-A) Vこて採取Lt::..o
魚類…比較的近海で、漁監される魚種に限定し，漁獲当

日に関連漁業協同組合より購入した。

表2 1978年度ボ菌分布調査における土壌校体

|土tf~採取|土民 i
土壌採取地|地点数l削除| 士虫採取年月日

i告 法 l791mJ19?年;間ド??i
港 2 I 6 I 1978年 7 月 7 日 ~17 日

陸奥湾沿岸 6 20 1978年 7月17日

;毎 底 4 6 1978年 7 月 27 日 ~28 日

表3 1978年度ボ菌分布調査におけ

漁獲海域[魚 種[倹

八戸(鮫〉沿岸!スケソウタダ0ラ 41凶印即7河8年4月幻

iカレイ

|ウグイ l

lアブラメ[
ホッケ

カジカ|

|カナガシラ l

lドンコ i

三厩沿岸 l黒ソィ 511978年 5月8日

|赤ソイ|

|ミズガレイ!

|アフラメ 1

小泊沿岸!ヤリイカ 7直978i同月 9日

iツキゾイ
タナゴ‘ 1

IJ， 51 -j コ ¥1
ソデイ 1 

ガヤ 1

ホッケ

鯵ケ沢沿岸|ハタハタ 15211978年間 2日

1アブラメ|

実験方法

従来の被倹土壌量は 100gとしてきたが，本調査では

300 gを被検体とした。魚類は鯵ヶ沢漁港由来の魚、にか

ぎり 4匹の偲をまとめて 1被検体とし，他は 1匹の鯨を

1被検体とした。毒性試験については，増菌TPGY培

地中で産生されたボ菌毒素の消失傾向がみられることを

考慮し， 2日日と 6日目の培養液について検討し，更に

ボ菌毒素消失培養液からボ菌毒素の再倹出を試みた。即

ち， 6日日培養液2m1を3000rpm30分間遠心，沈査を滅

菌蒸留水で遠心洗浄の操作を 5li~繰り返し，その沈誼を

TPGY培地に接種， 60
0

C60分間加熱処理後， 30
0

C 2日

間培養し，洗浄未処理抗体と共に毒性試験を行い，ボ菌

毒素の有無を後査した。ボ菌分離にはTPGY培地で2

日間増菌培養した官じをクリスタル紫加変法LV寒天培

地に塗抹泊養，真珠田形成集落を 1抗体当り 5ケ宛各々

TPGY培地に釣国し，土台菌後毒性試験を行った口他

方，前述2日日のTPGY培義液をマウスに接種し，毒

性をi包めた{央体については，更に多数の支珠居形成国を

釣菌し，その各増菌培養液から0.2m1宛を取り出し， 5 

菌株を同一試験管で混合して毒性試験を行った。上述ボ

菌毒素検出検体からはボ菌の純粋分離を試みた。また，

増菌TPGY培養液とボ菌毒素証明培養液におけh る

Boticin E生産菌と Sporocin生産菌の混在を想定し，

両菌の検索をも行った。培養，ボ菌毒素検出，ボl'ti古:京

中和試験， Boticin E生産菌及び Sporocin生産菌の分

離等に関しては，既述記載の方法により行ったロ

結果

土壌269検体中31検体 (11.5%)にマウスに対する示

ツリスムス様致死毒を認め，そのうち13倹体 (41.9%)

に E)~ボ菌毒素を証明， E型ボ菌4株を分離した。 魚類

319検体1+13倹体 (0.94%)にマウスに対するポツリス

ムス様致死毒を認め，その 1検体(ハタハタ〉より F型

ボ菌を分離した。他に，土壌18t食体及びJ魚類2検体に，

マウスの症状よりボ菌毒一素の存在が疑われたが，ボ菌毒

素中和試験判定は不可能であり，かつ，ボ菌は分離され

なかった。 2回にわたる毒性試験において，ボ菌毒素は

増菌TPGY培地の2日目培養液で13検体に証明された

が， 6日目培養液にはこの13検体中10検体 (76%)に毒

素の消失が認められた。また，この6日間培養液13検体

の遠心沈澄及び滅菌蒸留水で5回洗浄処理した沈置を

各々 TPGY培地で再増菌して毒性試験を行った結果

では，洗浄未処理の場合 23.1%(13検体中3検体)， 

洗浄処理の場合53.8;?b(13検体中7検体)にE型ボ菌毒

素が倹出された。一方， 91地点の土壌被検体の増菌培養

液中における BoticinE生産菌又は Sporocin生産菌

の混在を調べた結果， Boticin E生産菌は13地点(漁港
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菌が17地点(漁港16，海岸1)，魚類3検体にみられた。

各土壌からのボ菌毒素型，検査集落数，菌分離の詳細

は表4に，各漁港におけるボ菌毒素証明地点を図1に記

した。なお，分離F型ボ菌性状に関する成績は別に本所

報で、述べたO

12，港1，14.3%)に， Sporocin生産菌は16地点(漁

港11，港1，海岸4，17.6%)に認められたが，前述13

検体のE型ボ菌毒素検出培養液中では， Boticin E生産

菌は5検体 (38.5%) に， Sporocin生産菌は3検体

(23.1%)に認められ， E型ボ菌検出検体に両菌がより

多く混在することが判明した。他に，無毒E型ボ菌類似

写lET盟1霊落妻l出雲=1控昔話国主主張Zlr望

マウスに対してボツリスムス様致死毒を示した検体からのボ菌分離及び

BoticinE， Sporocin両パクテリオシン生産菌の分離成績

表 4
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図1 青森県漁港におけるボツリヌス菌分布図

丸印は検体採取地点

.印はボツリヌス菌存在の可能性が示

唆された地点

ム勅 j分母は採取検体数
ノJ臥 l分子はE型ボ菌毒素証明検体数

考 察

従来の内陸水域地における A，E， F型ボ菌の分布，

特にE型ボ菌の高い分布に比して，本調査におけるE型

ボ菌の分布は，図1に示すとおり全体的には低いが，

陸奥湾内の一部，太平洋南側及び日本海西側の沿岸に位

置する漁港ではE型ボ菌の汚染がやや高いように思われ

た。また，海産魚(ハタハタ〉由来のF型ボ菌分離は本

邦で最初であり，食品衛生上極めて重要なことと思われ

るO 他方， E型ボ菌分布と過去におけるボ菌中毒発生地

との聞に顕著な相関はみられなかった。しかし，沿岸地

区での大なり，小なりのボ菌分布は魚介類に汚染を及ぼ

すことが考えられ，分布の如何に拘わらず食品流通機構

I二重要であり，魚、缶詰によるボ菌食中毒はその典型的な

例といえよう。また，調査地及び被検材料により，ボ菌

検出成績が著しく異なることが考えられる O 本調査にお

いては，漁港からの採取土壌は主として粗い砂石を含

み，水際では定着性がなく，流動的で検体としての不適

が問われたが，調査目的上止むを得なかった。検体増菌

培養液中におけるボ菌毒素消失はしばしば経験する所

で，その原因のーっとして細菌由来蛋白分解酵素の作用

が考えられているが，ボ菌検出率向上のために，そのボ

菌毒素消失防止に関する方法が望まれる。本調査では，

E型ボ菌毒素消失検体を蒸留水洗浄処理により再度ボ

菌毒素が証明された。その作用機構については不明であ

るが， E型ボ菌芽胞は BotcinE， Sporocin両生産菌

によって，一時的に静菌状態におかれるものと考えられ

るO 本調査では BoticinE， Sporocin両生産菌の広い

分布が認められ， 両菌はE型ボ菌より分布率が優勢的

で，特にボ菌毒素証明検体に高く混在し，必然、的に菌分

離の障害となり得ることが考えられる。この成績は，著

者らが BoticinE生産菌分布調査を行った際のE型ボ

菌， Boticin E生産菌，両菌種の高い共存にも認めら

れ，両菌種の生態学的関連性を示しているものと思われ

るO また，両菌は，しばしばボ菌食中毒原因食品の「魚

いずし」検体中に混在しているが，この他更に Boticin

E両産生能を除いて生物学的性状に一致する無毒E型ボ

菌類似菌も多く認められる場合もあり，上述三つの菌種

はE型ボ菌の分類上興味ある課題を提供してし、る。青森

県水域地帯におけるボ菌分布の実態は，弘前大学医学部

細菌学教室並びに青森県衛生研究所の調査により，略々

明らかにされてきたが，今後更に水域地以外の内陸部の

調査を行い，青森県におけるボ菌分布に関し考察を加え

る予定である。

本調査成績の一部は第32回日本細菌学会東北支部総会

第14回青森県環境保健部職員研究発表会において発表し
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青森市に発生した野兎病 1例

-特に細菌学的検索成績について一

豊川安延大友良光 山本昌三西協洋子キ

伊藤素之*長内邦夫*

国内における野兎病発生の年次推移ならびに地理的分

布に関し，大原(八)，大原(件〉は， 1950年を頂点と

して減少しているが，未だ，毎年20例内外の発生がみら

れると述べている。また，佐藤らの報告によれば， 1966 

年 1月から1975年12月迄の10ヶ年の野兎病発生地域は東

北6県及び関東の一部と北海道からのみ発生し，患者数

の最も多い地域は秋田県，次t、で福島県，宮城県の 3県

で，本症多発地f17であり，その感染源は殆ど捕獲野兎に

由来すると述べている。方，本県における野兎病発生

数は，大原研究所調査により， 1924年から1977年まで42

例を数えているが，本症を症状・病理組織学的ならびに

細菌学的検査成績より確定診断された報告例は竹内，武

山及び・戸らの 2例にとどまる O 最近，著者らは本症の

確定診断1例を経験し得たので，本県における野兎病菌

分布の一知見と Lて，その成績を報告する。

I 発病概況及び経過

症例，館O貴044才(農業)は1978年10月2日，青森

市郊外の雲谷山中において，舞死野兎を拾得，家に持ち

帰り調理し，家族全員で、食べたあと本人のみ10月6日に

悪寒と発熱 (38.5"C)が3日間続く症状を呈した。堤診

療所において風邪として治療を受け， その頃より左上

腕，左阪自のリンパ腫脹，さらに同月10日に至り右眼目

のリンパ腫脹が発現し，日増しに腫大，痛み強く，同月

19日，某外科にて 2日間， AB-P Cのtit与を受けた。

しかし，なお広痛強く，同月23日，堤診療所にて再診，

協和病院を紹介され，野兎病診断で入院した。入院時所

見は，両阪自，左前腕に鶏卵大の硬リンパ節腫脹及び両

手背に夫々 6~7 ケ所の漬蕩後の師皮形成(原発創〉が

認められ，肝1横指触知，頚部リンパ節1ケ所触知，他

に異常所見はみられなかった。入院2日目より， strep-

tomycin 1 gを28日間投与， tetr acyc1ine 1.5 g 30日間

投与を行い， 5日日に下熱し全身状態良好となる O その

後，両手背の明皮は肱痕化し，左版寓のリンパ節がやや

縮少傾向を認めた程度で，鶏卵大，硬のまま残るも順調

に経過し入院29日目で退院した。

E 入院時臨床検査成績

肝機能及び貧血は軽度に認められ，野兎病皮内反応

(大原研究所の分与抗原〉は陽性を示した口成績を以下

に記す。

*協和病院・堤診療所

尿比重 1.021，糖，蛋白共に陰性，ウロビリノーゲン

弱陽性，沈世に異常所見なし，白血球数9，500/mms，赤

血球数321X 104/mm3， Hb 11.0 g /dl，色素指数1.07，

Ht31%，血小板数31.6X 104/mm3，血液像 (St20， Seg 

18， Lym 51， Mon 11)， GOT 21， GPT 26， Al-phos 

36.7， LDH 364， LAP 150， r-GTP37， TP  7.0， 

A/G比 0.92，A148.1% (3.36g/dl) ， (n-G13.5%， 

a:;-Gl15.3%，β-G 8.7%， y-G 23.4%， H B抗原(一〉

赤沈 107，134，野兎病皮内反応(水砲5X 5，発赤 20

x30) 

E 病理組織学的検査

19病日摘出リンパ節の病理組織学的倹査において次の

所見を得たO

リンパ憶胞は崩れ，aJ:状の壊死及び膿蕩が散在性に認

められる O また，類上皮細胞の集合と肉芽形成も認めら

れ，野兎病のリンパ節組織と類似している。皮膚眉では

真皮の小円形細胞i諸国(巣状)あり，漬蕩の形成がうか

がわれる O

N 細菌学的検査

材料及び方法

野兎病菌の分離方法は略々微生物検査必携に準じて行

った。被検材料は19病日摘出リンパ節10gならびに，採

取リンパ液lOmlを前処理し菌検索に供試した。即ち，リ

ンパ節lOgを乳鉢内で細切，磨砕し生理食塩水を加えた

3倍乳斉IJ液を 500rpm5分間遠心，その上清被検波を分

離培地，ペニシリンG500u/mI力f1樋渡培地5枚宿に直接

塗抹培養する一方，被検液0.5ml宛を各々 2匹宛のマウ

ス腹腔内に3時間毎3回経時的に接種し，マウス舞死の

確認後，直ちに心血を上述分離培地に塗抹し37C培養，

7日間にわたり平板上の発生集落を観察した。また， リ

ンパ液lOmlを3000rpm30分間遠心し，その沈誼に向上iN

液2mlで、再浮遊させ被検材料とし，上述の如く菌分離培

養を行った。実験動物はマウス 6匹の他にモルモット 1

匹の計7匹を菌検索に供試した。分離菌株の継代は卵黄

加肝水ハートインフュジョン寒天培地蒸留水(1000ml当

り500g相当の豚肝臓浸出液80mI，ハートインフュジョ

ン寒天培地粉末4g，グルコース 19，Lーシスチン0.1g ， 

pH 7.4， 121"C 10分間高圧滅菌， 50
0

C冷却後卵黄20%に

加え，ぺトリザラに注いで平板とする)を用いた。糖分
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解能は佐藤らの報告した基礎培地に各種糖を 1%に加え

た半高層培地を使用し，3TC培養， 7日間観察した。野兎

病菌に対する被検血清の凝集反応は， 19病日， 31病日の

被検血清 2OU，陰性対照として青森市医療機関よりの分

与血清， 50~70代の 288 例(1978年 4 月 ~5 月青森市住

民より採血〉ならびに，青森県血液センターよりの分与

血清， 1O~40代の92例，計-380ØÚについて通常の方法に

より行った。なお，被検血清についてはブルセラ属菌と

の類属凝集性も検討した。分離菌株の比較対照及び抗原

に使用した野兎病菌(蛇名株)，ブ、ルセラ属菌 (B.suis 

B. melitensis， B. aborutus)は弘前大学医学部細菌

学教室よりの分与株である O 薬剤感受性試験は感受性デ

スク(栄研)を用いて行った。

結果

リンパ液及びリンパ節を実験動物に接種した結果， 6 

~9 日にかけ総て舞死が確認された。致死心血 7 検体の

樋渡培地上の発生集落は培養5日目で認められ，その集

落形態は小露滴状，湿潤性，乳白色，光沢性，隆起性，粘調

性を示し， 5日後の培養で、は乳白色4の菌苔に移行-した。

卵黄加肝水ハートインフュジョン寒天培地上における発

育は2日日で極めて良好であり，抗原を作成する上に十

分な菌量が得られた。分離菌株は蛇名株の集落形態に一

致した。致死マウスの剖検では肝牌に軽度の灰白色栗粒

大結節の形成を認め，モルモットでは上述結節部の形成

は明瞭かつ大で、あった。患者血清 2例の凝集反応は分離

株及び雌名株に対し，し、ずれも640倍を示し，その凝集像

は膜状の凝集塊を生じ野兎病菌の凝集性を示した。同患

者血清のブルセラ属菌に対する類属凝集は10培希釈以上

で認められなかった。また，健康者380例における野兎

病及び、ブルセラ属菌との凝集素価はすべて10倍希釈以上

に認められなかった。分離菌7株はグラム陰性小粁菌，

多形成を示し，糖分解能は，ク、、ルコース，マルトース，

マンノース，レブロース，デキストリンを分解し，姥名

株の性状及び Bergey(8版)記載性状に一致した。

薬剤感受性試験ではEM(0.5， 2， 10μg)， CM  (5， 

10， 30μg)， T C (5， 10， 30ll g )， 0 M (2， 5， 

15μg)， LM  (2， 5， 15μg)， KM  (5， 10， 30μg) 

S M (2， 10， 50μg)に感受性を示し， S X50， 150に

耐性 SX300μgには若干の感受性を， C L (50， 100， 

300u)， P C (0 .5， 2， 1， u)及び PcA(2，5， 20μg) 

には耐性を示した。対照姥名株の薬剤感受性ばコリスチ

ンに若干の感受性を示した以外は，上述分離菌7株の成

績に・致した。

考 察

青森県における野兎病に関し，竹内，武山(1959年)ら

は夫婦感染例よりの臨床所見， 組織学的所見， 皮内反

応，凝集反応，さらに菌分離同定において，野兎病の確

定を述べ，宇野ら(1960年〉は主として16例の野兎病の

特有な臨床所見より診断，このうち3例は免疫学的及び

組織学的に野兎病を証明している O 最近の症例では，一

戸ら(1974年)は蛍光抗体法で膿より野兎病菌を証明

し，組織学的に本邦最初の胃型野兎病を述べている O 従

って，本症の確定診断は3例目に当る O 従来，化学療法

により菌分離は不可能とされているが，本症の如く発病

当初はAB-PC投与のために比較的容易に菌分離が成

功したものと考える O 県内野兎病発生例数は本症を加え

43例目となるが，高谷，宇野らの私信では，これまで報

告された以外に組織学的に数例の野兎病を経験している

としづ O このことから，本県における事実上の野兎病発

生例数は，更に多いのではないかと思われる。野兎病菌

が青森県内に分布することは明らかであり，特に舞死野

兎及ひ、生野兎への接触tこは注意すべきで、ある。

稿を終るに当って野兎病皮内用抗原，参考文献多数御

恵与且つ御指尊下された大原守一郎，佐藤倍，両先生に

深く感謝の意、を表すると共に，摘出淋巴組織の病理所見

を御教示下された県立中央病院，高谷彦一郎先生，本県

の野兎分布に関して御助言をいただいた宇野胃腸外科病

院宇野広治先生に深謝する口

本症例は第6凶青森県農村医学学会及び第28回東北公

衆衛生学会におし、て発表した。

文献

1) 大原八郎，大原嘗一郎:野兎病(承前 VI) .大

原綜合病院年報， 26，1-9，1976. 

2) 佐藤倍，他:最近10年間に於ける野兎病の疫学並

に臨床的観察.大原綜合年報， 26， 11-17， 1976. 

3) 竹内孝，武山正雄:青森県下に発生せる野兎病の

夫婦感染例に就いて.青森県中央病院誌， 4， 57-63， 

1959 。一戸兵部，他:胃型野兎病(稀有な急性腹症の 1
{70 .大原綜合病院年報， 24， 9-14， 1974. 
5) 佐藤佑:野兎病菌グリセロール分解についての

二，三の考察.衛生検査， 17， 361-363， 1968. 

6) 宇野広治，他:青森県南・北津軽郡地方周辺にみ

られたる野兎病について.臨床皮膚泌尿器科， 14， 

581-583， 1960. 

7) 桜井信夫，大原者一郎:チフス性疾患一野兎病菌.

微生物検査必携，細菌・真菌検査，第2版， 153-160， 

日本公衆釘生協会，東京， 1978. 

8) Buchman， R. E and Gibbons， N. E. : Bergey's 

manual of determinative bacteriology. Baltimore， 

Williams & Wilkins， 8 th ed.， 284， 1974. 

9) 高谷彦一郎:私信.青森県立中央病院， 1978. 

10) 宇野広治:私信.宇野胃腸外科病院， 1978. 
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Kebsiella oxyもoca 1分離例

豊川安延 大友良光 山本昌三樋口健四郎*

最近，広域AB-PC， Am-C Pの投与に伴う菌交

代性腸炎の原因菌として Klebsiellaoxytocaに関す

る報告例が散見されている。当所においても本菌の分離

例1例を経験した。

昭和54年6月20日，男子12才に発疹がみられ狸紅熱の

疑いからAB-P C 1500mg/日の投与を行ったところ，

同月21日夜間より急激な腹痛を訴えた。その後，下:府，

粘血便が出現，カメラ所見により S状結腸より上部に出

血斑びらんが認められ出血性大腸炎と診断された。

その症状から Klebsiellaoxytocaの関与が考えら

れ，他，既知病原菌と共に菌検索を行った。粘血便を滅

菌生理食塩水により1O-1~1O -10 迄の希釈を行い， その

各々の希釈検体0.5ml宛を4枚のBTB寒天平板上に塗

布後，3TC20時間培養し， 10-4希釈培養平板七より 6集

表 分離10菌株の生物化学的性状

テスト(基質反応

グラム染色性|一

形 態 i粁菌
運動性!

褐色色素産生 l 十

硫化水素産生

インドール産生: 十

v P 十

M 

尿

R 

解

十

十素 分

ブェニルアラニンデァミナーゼ

β 一一ガラクトシ夕、ーゼ 十

十

十

+

ーーァ、 ロ ン

ン

酸

酸ク 二こ

リシンデカルボキシラーゼ

アルギニンジヒドロラーゼ

オルニチンデカルボキシラーゼ

エスクリン分解

炭水化物(酸産生〉

十

/ 

イ

ド ツ

、ンノ ツ

フ イ ノフ

フ ム ノ

ヒ ツソ ノレ

ーマ ン ツ

ア フ ヒ ノ

落を， 10-8希釈培養平板上よりは4集落，計10集落を釣

菌し，生物化学的性状，凝集反応及び薬剤感受性を検討

した。生物化学的性状検査は従来の方法ならびに IDテ

スト EBー 20(日水〉法を平行して行った。その結果，

表に示した如く，上述両方法において分離10菌株は

Klebsiella oxytocaの性状に一致した。また簡易法 I

Dテスト法の有用性が認められた。粘血便における Kl-

ebsiella oxytoca菌数は4x 108/mlを示し明らかに優

勢的で，その血清型は従来報告されてきた血清型に同じ

く19型であった。薬剤感受性試験は3濃度デスク(栄研〉

法において， C M， T C， KM， C Lに感受性を示し，

P C， E M， OM， L M， C E Rに対しては非感受性で、

あった。他，既知病原菌は検出されなかった。

以上の成績から，広域ペニシリン投与，症状，ならび

に菌分離において，本症例は本菌と明らかに関連性が認

められた。

文献

1) 坂崎利一:Klebsiella oxytocaについて.臨床

と細菌， 5， 51-54， 1978 

2) 小林裕:Klebsiella oxytocaの臨床.臨床と細

菌， 5， 55--59， 1978， 

3) 斉藤誠，他:Klebsiella oxytocaを検出する下

痢症. 5， 60-67， 1978 

4) 森川嘉郎，他:下痢症からの Klebsiellapneu-

moniae biovar oxytocaの分離.日本感染症学雑誌，

51， 21-22， 1977. 

5) 戸谷徹造，他:Klebsiella oxytoca感染による

下痢症について.日本感染症学雑誌， 51， 22， 1977 

6) 瀬尾威久，他:Klebsiella oxytocaの分離され

た血性下痢症についての一考察.日本感染症学雑誌， 52，

24， 1977. 

7) 戸谷徹造，他:Klebsiell a oxytoca感染による

下痢症について(第2報). 日本感染症学雑誌， 51， 

511-512， 1977. 
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C型インフルエンザウィルスの一元放射

溶血 (SRH)試験に関する検討(抄録〉

佐藤允武 阿部幸一 石川和子

要 約

C型インフルエンザウィルスのSRH試験反応系を確

立し， H 1試験と比較検討した。

1. C型インフルエンザウィルスの鶏赤血球吸着能は

A， B型インフルエンザウィルスに比較し極端に劣り，

自然、吸着による鮮明な溶血環形成は不可能であった。

2. しかし， 1024HAウィルスと血球の自然吸着後，

未吸着余剰のウィルスを塩化クロムで強制的に結合させ

ることにより鮮明な溶血環を形成させることが出来た。

3. S RH試験の術式はA，B型インフルエンザウィ

ルスの方法に準拠しておこなったが，補体はモルモット

生血清による未反応血球の非特異的溶血を抑えるため5

倍稀釈し添加した。また， 被検血清(原則的には生血

清〉を免疫プレート各穴に加えた後の反応条件は 4'C 

15-20時間静置後，被検血清の溶血環形成における時間

的パラツキをなくするために3TCに5時間静置した。

4. 人血清を用いてHI試験と比較検討したところ，

SRH試験による溶血環の大きさとHI価は密接な相関

があり， H 1試験に代って血清診断や疫学調査に十分利

用できると思われた。

目 的

最近，赤血球凝集素を有するウィルスの新しい抗体測

定法として， SRH試験が少なからぬ注目を浴びてい

るo1975年， Schildら Russellらによりインフルエ

ンザウィルスで、最初に紹介されたが，その後手技上の改

良がなされ，術式はほぼ確立された感が強L、。

この実用性の高いSRH試験を同じインフルエンザウ

ィルスの仲間で、あるが血球凝集態度を異にするC型イン

フルエンザウィルスに応用し， H 1試験に代って利用で

きるか否か検討することを目的とした。

材料と方法

ウィルス :C型はC/ J J /50， C /山形/64， C /札幌
/71， C /青森/74株で， A型はA/US S R/90/77， B型
ではB/神奈川/3/76株を用いた。増殖はいずれのウィル

スも 8ー10日令の発育鶏卵でおこない， C型は感染羊膜
腔液， A， B型は緊尿膜腔液の遠心上清でそのまま用い

TこO

血球に対するウィノレスの吸着能測定

目的に応じた血球浮遊液とウィルス液を等量合せ， 4 'C 

30分放置後低温で低速遠心し，個々上清のHA価を測定

した。

感作血球，免疫プレートの作製並びに反応条件

10%鶏血球液に等量の1024HAウィルスを合せ， 4
0

C 

30分放置後， 0.1% CrCh弘容添加し，室温10分放置し

た後，低温でイg速A遠心した。

その沈誼血球を3容の冷-却した0.2.%B S A加PBS

で2回遠心洗浄し， 1容のPBSに再浮遊したものを10

%感作血球とした。免疫プレートの作製は根路銘らの方

法に準拠しておこなったが補体は生モルモット血清を5

倍稀釈して添加した。また，反応条件は被検血清5μ6

添加後， 4
0

C15-20時間，3TC 5時間とした。

成績

図に示すように10f1J'鶏血球に吸着できるC型ウィルス

量はいずれの株に対しても128-256HAであり， 1024H 

A以上の吸着が可能なA，B型に比較し，明らかに劣悪

であった。このことは人血球においても同様であり，同

然吸着による鮮明な溶血環形成は不可能であることがわ

かっTこO

濃度別C型「イ」ウィルスの鶏血球に対する吸着能

血10

球 9
H及 8

着 7
後
上 b
清 5
HA4 
価っ
(2η)i 

ノ手C/青森
，r，L C/山形
んグ C/札幌
/r--C/JJ 
r 
p/US可
f/'B/神奈川

JIl t 
与~し-~

2 8 32 128 512 2048 
攻撃ウィルス (HA価)

最終血球濃度を 1.5%と一定にし，塩化クロムを補助

的に添加し形成させた128から 2048HAの5段階の溶血

環を比較した。その結果，いずれのウィルス濃度におい

ても溶血環の大きさと血清稀釈の聞にはほぼ直線に近い

関係を認めた。また，溶血環及び辺緑の鮮明度はウィル

ス濃度が高くなるにつれて上昇するが感度は逆に低下す
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ることも判明した。以上の事実から判断すると， c型ウ
ィルスの場合，塩化クロムを用いた1024HAが適当な濃

度と言える O

被検血清は加熱しない生を使用したが，プレートに用

いる血球によっては非特異的溶血反応がみられることが

あった。この非特異的反応は，血清を加熱することによ

りある程度抑えることが出来るが，鮮明度が逆に低下し

判定を困難にする場合も少なくなく，原則的には生血清

が望しいことがわかった口

考 察

人血清を用いてHI試験と比較検討した結果， SRH 

試験による溶血環の大きさとHI価は密接な相関があ

り， H 1試験に代って血清診断や疫学調査に十分利用で

きると考えられた。

なお，本論文の要旨は第33回日本細菌学会東北支部総

会，第27回日本ウィルス学会にて発表し，現在「臨床と

ウィルス」に投稿中であるO
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し尿処理放流水の過去3ヶ年の試験成績について

野村真美 桶田幾代 野日キョウ

高橋政教 小林英一

はじめに

近年，公共用水域における水質汚濁の進行が叫ばれ，

大きな社会問題になっている。水質汚濁の原因として生

活廃水が大きくクローズアップされているが，し尿関係

の廃水も大きな要素であることは論をまたない。当所で

は県内各市町村営のし尿処理場の放流水検査を実施して

いるが，これら水質の過去3年間における検査成績につ

いて検討し， 2， 3の知見を得たので、報告する O

試験方法

検体は昭和51年度から53年度にわたって当所に検査を

依頼された各市町村営のし尿処理放流水を用いた。検査

はPH，55， BOD， Cl，大腸菌群の5項目であり，

各々の測定は下水試験方法に基づいて実施したO

試験結果

表1は過去3年間に実施した件数及び項目数を示し

たO 件数及び項目数は年々増加が認められ，今後益々増

加することが予測される。

表1 し尿処理放流水の件数及び項目数

年度¥ |件 数|項目数

ー
ょ
っ
ム

q
J

F
D
F
U
p
b
 

80 

37 181 

360 

412 

74 

表2に検査成績の経年変化を示した。

検査成績の終年変化 ppm 

5 1年度 5 2年度 5 3年度

平均値|最小値~最大値|平均値|最小値~最大値|平均値|最小値~最大値

7.5 I 2.1~ 8.6 7.5 5.6~ 8.8 7.5 4.5~ 8.9 
72.2 4.2~278.5 61.4 I 1. 3~356.0 63.8 I 2.3~560.0 

1.2~140.9 35.9 I 0.6~2川 |321i o…7 
200.9 37 .0~517.7 223.4 I 28 .4~774.6 225.5 37 .2~778.5 

74.5 I 0~2 ， 000 582.3 I 0~32 ， 000 32.8 I 0~1 ， 200 

表2

群

H

s

m

l

菌

p

s
引

C

腸
大

PH{I直は各年度とも平均値は7.5であり，経年変化は

認められないが， PH値が2.1，4.5等の例が認められ，

依然として施設及び管理の改善が望まれる。 55{@:は各

年度とも平均値は60~70ppmの範囲内で、あり，経年変化

は認められなかったo 55の排水基準値(廃棄物処理及

び清掃に関する法律〉は日間平均値70ppm以下である

が， 51年度の平均値は排水基準値を越えており， 52， 53 

年度においては辛うじて平均値を下廻っている O 一方，

BOD値はPH，55値と同様に経年変化は認められな

かった。 BOD値の排水基準値は日間平均値30ppm以下

であるが，本成績の各年度の平均値はし、ずれも排水基準

値を越えており，早急な改善が望まれる。塩素イオン

(C 1) 値は各年度の平均値 200~220ppm の範囲内にあ

~ 30 ~ 

n

u

h

u

 

q

a

η

L

 

不
適
率

大腸菌群の単位は，個数Iml

% 
40 BOD 

ss 

10 

年度

図1 不適率の経年変化



り，特に支障ないものと考えられる。次に大腸菌群値は

52年度に1例が排水基準値 (3，000個Iml)を越えていた

が，他は基準値内であり現時点では問題ないものと思わ

れる O

図1に各項目の排水基準値不適率を示した。 55値は

経年的にみると改善が認められるが， 53年度においても

20.7%と高い不適率を示した。一方， BODfl直の不適率

は51年度に比して， 52， 53年度において増加が認めら

れ， 53年度では34.4%と予想外の高い不適率を示した。

次に大腸菌群値は， 52年度に1例の不適が認められた

が，他は総て基準値内であった。

まとめ

以上の成績の如く，各し尿処理場における放流水水質

は，経年的にみても大きな変化は認められず，良好な方

向に進んでいるとは言い難し、。即ち， 55値は20~25% ，

BOD値は30~35%の高い比率で排水基準値を越えてお

り，各し尿処理場の積極的な管理改善が望まれる O

文献

1) 伊藤武秀:下水試験方法.日本下水道協会，東京

1974. 
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青森県内の飲料水の水質

一一昭和51年度から53年度までの変動一一一

桶田幾代 野村真美 野呂キョウ

高橋政教 小林英一

緒 官苦
~ 

青森県の水道普及率は近年著しく上昇し，県環境衛生

課の資料によると，昭和53年度末には86.8%に達してい

るO 飲料水は生活上必須なものであり，その水質は保健

衛生学的見地から極めて重要である O 当所では県内の飲

料水全項目検査の殆んどを実施している O すでに前報に

おいて昭和46年度から50年度までの県内飲料水の水質に

ついて報告したが，今回は前報に引続いて昭和50年度か

ら53年度までの 3年間の飲料水水質について検討し，そ

の結果について報告するものであるD

試験方法

検体は昭和51年度から53年度の 3年間にわたって，当

所に検査を依頼された水道原水(井戸水，表流水，湧

水〕及び浄水を用いた。なお，伏流水，貯留水は表流水

に含めた。全項目試験はすべて上水試験方法に従って実

施した。

試験結果および考察

表1に依頼検査数の経年変化を示した。検査数は各年

度とも 300件前後で差は認められないが，これは当所で

の検査処理能力が年間 300件前後であり，新規の上水

道，簡易水道設置に伴なう依頼検査数は年々増加してい

るのに対して，検査体制が追いつかないのが現状であ

るO

次に表1の( )内に水源別による水道法基準不適合

率を示した。井戸水では経年的に不適率の著明な減少が

認められた。このことは生活

廃水等に汚染され易い浅井戸

から，汚染され難い深井戸に

水源を変えているものと推察

される O 表流水でも井戸水と

ほぼ同様の傾向が認められ

た。最も汚濁されていると思

われる表流水の不適率が経年

的に若干減少傾向が認められ

ることは予想外であったが，

これは簡易水道，専用水道水

源として比較的汚染されてい

昭和51年度

表1 水源別検査数及び水質基準不適合率の経年変化

¥年度 51 52 53 水源¥

井戸水 123(64.2)I 83(50.6) I 107(46.7) 

表流水 71(81.7) i 65(86.2) I 70(78.6) 
湧水 22(59.0)I 19(47.3) 1 21(33.3) 

浄水 80(40.0)I 118(23.7) I 98(23.5) 

計(平均値)I 296(61.3) I 285(52.0) I 296(45.5) 

( )水源別検査数に対する水質基準不適合率

ない山間部の表流水を用いている故であろう O 湧水では

表流水とほぼ同様の成績を示した。経年的に不適率の減

少した理由は表流水と同じであると予想される。一方，

浄水では昭和51年度において40%と高い不適率を示し，

昭和52，53年度でも23%台と依然として高い不適率を示

した。このように浄水での不適率が予想外に高いことは

大きな問題であり，この原因については総括の項で述べ

るO

図1に水道源水の水源別経年変化を示した。水源とL

て井戸水が最も多く， ついで表流水，湧水の順であっ

た。またこれらの割合は経年的にみても差は認められな

かった。昭和52年度における日本の水道水源状況による

と，井戸水は約20%にすぎず，逆に河川水，伏流水，ダ

ム，湖水等の表流水は約75%を占めており，表流水への

依存は益々高まるものと予想している。本県においては

井戸水，湧水への依存度が極めて高く，簡易水道，専用

水道の水源として，今後とも井戸水，湧水に依存するも

昭和52年度 昭和53年度

図1 水道源水の水源別経年変化
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のと予想される。一方，給水人口の多い都市では最も表 われる O

流水に依存しており，この傾向は益々増加するものと思 表2""-'5に水源別不適項目の経年変化を示したD

表2

51年度

52年度

53年度

表3

水源別不適項目の経年変化(井戸水)

色度 (32.5)鉄 (22.0)大腸菌群(10.6)マンガン(10.6)フッ素(10.6)一般細菌数 (8.6)

濁度 (7.3)その他 (32.4)

l 色度ω 3) 鉄 (20.5の一)
NH"一N
No句ヨ4一N (σ7.2の〉その他 (α12.0的) 

|鉄(17.8)大腸菌群(15.0)色度(14.0)マンガン (8.4)一般細菌数 (5.6)間4二目 (5.6)
1濁度 (5.6)その他 (23.6)

( )検査数に対するパーセント(%)

水源、別不適項目の経年変化(表流水〉

|大腸菌群 (69.0)色度 (29.6)一般細菌数 (25.3)鉄(16.9)濁度(15.5)KMn04 (14.1) 

51年度 INH..-N i N024-N (8.5〉その他(17.0)
I ---J-.RÉi.~*'l: ~'7C (¥¥ ."n.vm-.!;t;*!，- ~<)'7 "'7¥ ;"fl!".r;"c. ~<)<) 1 ¥ t.. r;"c. ~<){"\ ¥ T'" ~1 0 1:¥ NH4一-N|大腸菌群 (76.9)一般細菌数 (27.7)濁度 (23.1)色度(却)鉄(18.5)N ;2-'-4_ N (15.4) 

52年度|
IKMn04 (6.2)その他(13.8)

I I . "I't-++-=.t. ，~.~" "'".'.~cf+-"'L. ，~~ ~" "̂- ，~~ ~" NH..-N 
|大腸菌群 (84.7)一般細菌数 (35.6)鉄 (28.8)N';2-'-4_N (28.8)色度 (23.7)濁度(却 3)

53年度|
|マンガン(10.2)その他 (9.3)

( )検査数に対するパーセント(%)

表4 水源別不適項目の経年変化(湧水〉

-l大同54.5)一般細菌数(…一度…H (4.5〉
52 * It I大町一般組一的色度問ほとト5.3)No3-N  (5.3) 

53年度 |大腸菌群(33.3)一般細菌数 (9.5)

( )検査数に対するパーセント(ガ〉

表5 水源別不適項目の経年変化(浄水)

鉄 (26.3)マンガン(12.5)色度 (10.0)蒸残 (8.8)硬度 (7.5)塩素イオン (6.3)
51年度 NH..-N 

N024-N(6.3〉その他 (8.9)

52年度 色度(12.0)鉄 (9.6)味 (7.2)濁度 (6.0)PH  (6.0)塩素イオン (6.0)その他 (20.4)

… |ト大腸菌醗酔釦ト群航れ一(ω似8.2一一

( )検査数に対するパ一セント(タ%彰)
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井戸水(表2)の不適項目として鉄，色度が圧倒的に

多く，ついで大腸菌群， マンガン，一般細菌数等であ

るO また経年的にみると，不適項目，不適率に大差は認

められないが，大腸菌群，一般細菌数，アンモニア性窒

素及び亜硝酸性窒素の同時検出が上位を占め，井戸水に

おいても汚染例が多い事を示している O また津軽地方の

地下水には高濃度のフッ素が含まれている例が多く，こ

れらの地方は十分の注意が必要である O 表流水(表3)

では大腸菌群，一般細菌数によるものが最も多く，つい

で鉄，濁度，色度等である O また，アンモニア性窒素及

び亜硝酸性窒素の同時検出，過マンガン酸カリウム消費

量等の不適項目が多く，水源中最も汚濁が進んでいるこ

とを裏付けている O 湧水(表4)では大腸菌群，一般細

菌数によるものが主であり，経年的にみても不適項目の

頻度が非常に少なく，水源中最も不適率の少ない源水と

いえる O 浄水〈表5)の不適項目としては源水における

と同様に鉄，色度によるものが圧倒的に多し、。しかし昭

和53年等において大腸菌群，一般細菌数による不適が予

想外に多く認められたのは意外で、あった。また，塩素イ

オン， PH値，味等の不適が多いことも注目される。

他方， 3年間の全項目検査において，シアン，フェノ

ール類，有機リン，水銀，カドミウム， 6価クロム，陰

イオン界性剤等による不適は認められなかった。

総括

前報において本県の飲料にかかわる水源，水質，浄水

設備等の問題について指摘したが，飲料水は県民全体の

重要な問題であり，再度現時点での問題点について指摘

したい。

第1点として水源の確保及び開発である O 表6に本県

及び全国平均の水道普及率を示した。

表6 水道普及率の経年変化 C%) 

昭和53年度末の本県での水道普及率は86.8%，全国平

均はまだ報告されていないが， 52年度で89%であるから

53年度では90%以上になる事は確実である O 即ち，本県

の水道普及率は全国幸均値に比しでかなり低い水準であ

るO 従って，本県の水道普及率を上昇させるためには，

上水道，簡易水道等の施設の増設が急務である O 表7に

水道別給水人口の割合を示した。

経年的にみると，上水道の割合は増加しているが，簡

易水道，専用水道は横這い状態であるO 昭和52年度にお

与4J7351円?L

ける本県の水道統計によると，水道普及率50%未満の地

域は7町村に及んでいるO 従って，これらの町村での簡

易水道，専用水道の設置が急がれる。一方，都市部にお

いては，水需要の増大に伴う水不足が深刻化しつつあ

り，水資源の碓保は緊急を要する。

第2点として浄水場の設備の問題である O 表7に本県

の水道施設数も同時に示した。経年的にみると，上水

道，専用水道数に差は認められないが，簡易水道数は減

少している O これは簡易水道の合併，統合の結果である

と推定されるが，それに伴って管理コストの減少，人材

の確保，浄水設備の充実が促進されたものと思われる。

しかし現実には浄水での不適率が予想外に多く認めら

れ，浄水設備の改善度に疑問が残る O 特に簡易水道，専

用水道の場合，ろ過装置，鉄，マンガンの除去装置のな

し、施設が多く，また塩素消毒装置があっても常時使用し

ていない例が多く認められる O また今後都市化並び、に工

業化が進行するに伴ない，水道源水の汚染が急激に進む

ことが予想されるので環境保全対策と合わせて，浄水場

における浄水設備の改善策が早急に望まれる。

以上二つの問題点について指摘したが，今後における

水資源の開発，良質な水質の維持のためには県民・体の

努力が望まれる。

文献

1) 青森県環境保健部環境衛生課:青森県水道統計.

1-3， 1979. 

2) 高橋政教，他 7青森県内の飲料水の水質一昭和46

年度から昭和50年度までの変動ー.青森県衛生研究所報

14， 32ー35，1976. 

3) 厚生省水道環境部:上水試験方法.111-341，日

本水道協会，東京， 1970 。厚生省水道環境部:日本の水道. 2-4，厚生省
水道環境部，東京， 1979 

- 34-



青森県衛生研究所報 16， 35--37， 1979 

青森県下にbける地下水のフッ素含有量

高橋政教桶回幾代野村真美小林英

はじめに

飲料水におけるフッ素の人体の影響は，高濃度に存在

すれば慢性フッ素中毒症(斑状歯，骨の発育阻害〉とし

て現われることはよく知られている O 斑状歯は，外国は

勿論，日本各地でも発生し，大きな社会問題になってい

るO 一般にフッ素は火山，温泉地帯の地下水に多く含ま

れていることが報告されている O 今回，昭和50年度より

当所に依頼された水道用地下水のフッ素含有量について

調査した結果，若干の知見と得たので、報告する O

調査方法

検体は昭和50年度より当所に依頼された青森県下の水

道用地下水を用いた。なお，弘前市の成績については県

環境衛生課の資料の 1部も加え検討した。調査項目の

PH，塩素イオン，フッ素の測定は上水試験方法に従っ

TこO

調査結果および考察

県内水道用地下水のフッ素含有量は図上 2に示し

これらの成績に示す如く，フッ素高濃度の地域は板柳

町，鶴田町の全域，藤崎町，常盤村，柏村，五所川原市

の1部，弘前市の北西部にかけた津軽地方に限定して認

められた。一方，その他の地域では水道法の水質基準値

CO.8ppm)をはるかに下廻っており，特に問題はない

ものと考えられるO 板柳町，鶴田町を中心とした津軽地

方の地下水に高濃度のフッ素が含有されていることは以

前から知られており，昭和50年には板柳町，鶴田町の小

学校児童に多くの斑状歯が認められ大きな社会問題にな

った。このため県環境衛生課が中心となってその対策を

検討し，公営水道の切替，良質水源の確保，簡易水道の

(ppm) 

F 

3 

2 

01 

. 

. . 
100 

図1 青森県下のフッ素濃度分布図

図2 板柳町，鶴田町周辺のフッ素濃度分布図

. . 
-3 ・・. .. . 許容量. ・:: . 
. .・・. -・-・.. . ・-. . . 
200 300 深度加)

図3 井戸深度別フッ素含有量
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図4 青森県地質図

推進等の対応がとられ，相当改善にむかっているもの

の，部落用水道，個人使用等については今後の対策を考

慮する必要があろう o

図3にこれらの地域の井戸深度別フッ素含有量を示し

7こO

水道用地下水として深度200--..ぬOmの深井戸が最も多

く認められた。フッ素は地質との関連が深く，火成岩，

特に花崩岩，アルカリ岩に多く含まれていると報告され

ているO 一方，堆積岩にも多くのフッ素が含まれている

ことが知られ，砂岩，硬砂岩，海洋堆積物にも多量のフ

ッ素を含有している。図4に青森県の地質図を示した。

この図の如く，津軽地方は沖積層，洪積層の地質であ

り，また，板柳町地域のさく井柱状図によると，フッ素

を高濃度に含む地下水は深度200"-'300 mの間の E貝がら

混りの細砂層=を中心とした地層に多く認められる O 以

上の事から考察すると，津軽地方の地下水のフッ素は火

成岩由来とは関連なく，むしろ堆積岩，特に砂岩，海洋

堆積物との聞に強い関連性があるのではなし、かと推定さ

れる。フッ素と地質との関連性については今後地球化学

的に検討したし、。

次にフッ素と他の成分との関連性について検討した結

果，図5，6に示すようにフッ素と PH及び塩素イオン

との聞に高い関連性が認められた (1%の危険率が有意

差有り)0 

フッ素と PH，塩素イオンとの関連性については，地

(ppm) 

2.0 

1.5 

0.5卜

図5

(ppm) 

2.0 

図6

表1

温 泉

地 下

河 111 

y =0. 54x-3.67 
r ={). 586 
η=42 . 

. 
~. 

• 
6 7 8 9 

PH 

フッ素含有量と PHとの関係

y =0.004x +0.57 
r =0.699 
π=42 

/ 

50 100 150 200 
CQ， 

フッ素含有量と塩素イオンとの関係

天然水中のフッ素濃度 ppm 

全国平均 I 板鶴田柳町周町辺

水 1.9 

水 0.11 0.76 

水 0.15 

下水，温泉水らにおいて 2，3の報告がなされている Q

即ち，フッ素は強酸性および強アルカリ性の温泉水には

多く含まれていると指摘されている O 一方，塩素イオン 一一 一 一一一一一一一一一
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との関連性については，地域によりある例とない例とが

報告されている。

表1に天然水中のフッ素濃度を示しTJf地下水の全国
平均O.11ppmに対して，津軽地方の平均値は 0.76ppm

と高い値を示し，これらの地域は全国的にみてもフッ素

高濃度地域といえるO

まとめ

本県の地下水のフッ素高濃度地域は，板柳町，鶴田町

を中心とした津軽地方に限定して認められた。現在，こ

れらの地域では行政的対処により，フッ素含有量が水道

法の基準以下の地下水を飲用しているが，以前これらの

地域の多くの児童に斑状歯が認められたことを考える

と，今後とも地下水中のフッ素含有量については保健衛

生学的対応が必要である O

文献

1) 青森県環境衛生課:津軽地方の斑状歯対策に関す

る請願(関連資料) • 9-10， 1977. 

2) 厚生省水道環境部:上水試験方法.111-341，日

本水道協会，東京， 1970. 

3) 久米田俊英，他:北津軽地方における斑状歯発現

に関する調査報告.岩手歯誌， 1， 27ー 34，1976. 

4) 松浦新之助，国分信英:フッ素の研究.18-20， 

東京大学出版会，東京， 1972. 

5) 原子昭，他:青森県の温泉(1).青森県衛研報， 3 
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6) 青森県環境衛生課:板柳町周辺地域におけるさく
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9) 国分信英，他:木骨御岳周辺の温泉の化学的研究

(第1報).温泉化学， 28， 53-64， 1977. 

10) 中谷省:鉱泉中に含まれる微量有害元素.第1報

北海道の鉱泉に含まれる枇素及び弗素.北海道衛研報，

10， 94-102， 1759. 

11) 江田昭英，他:岐阜県下に於ける水中弗素含有量

第1報木曾川，長良川，揖斐川下流々域に於ける飲料
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662， 1957. 
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青森県衛生研究所報 16， 38--41， 1976 

青森県における農作物及び牛乳中の

有機塩素系農薬の残留状況

古川章子

小鹿

宮田淳子 秋山由美子

晋 小林英一

まえがき

有機塩素系農薬は，化学的に極めて安定な化合物であ

るため，環境中に長く残留し，生態系への汚染と蓄積を

もたらすことから，その影響が危倶されている。昭和46

年のBHC，DDT等の使用規制措置により，有機塩素

系農薬の残留値は著しく減少したが，現在なお食品等か

ら徴量ながら検出されており，全国的に汚染の実態調査

が続けられている O 著者等も昭和45年より行政調査の・

環として食品中の有機塩素系農薬の残留調査を行ってき

たのでその結果について報告するO

調査方法

1 .試料

体をアセトン・ベンゼン抽出し，カラムクロマトグラフ

によるクリーンアップを行い，一定量に濃縮後，電子捕

獲型検出器付ガスクロマトグラフにより測定した。

牛乳 :FDAの有機塩素系農薬分析法に準じ，検体に

シュウ酸カリウム，エタノールを加え混和し，エーテ

ル・石油エーテルで、脂肪を抽出し，脂肪をnヘキサン・

アセトニトリルで、液々分配し，カラムクロマトグラフに

よるクリーンアップを行った後，一定量に濃縮して電子

捕獲型検出器付ガスクロマトグラフにより測定した。

ガ「スクロマトグラフィー

装置:ガスクロマトグラフ(パリアンー1200)

検出器:E C D (63Ni) 

昭和45年から53年までの9年聞に，青森県において生 カラム:内径3伽，長さ 2m (ガラス製)

産，販売された野菜，果実及び牛乳で，野菜，果実は生 充填剤:2%OV-17， 2%DEGS十0.5%PA/ 

産者，市場及び小売庖から入手，牛乳は原乳処理工場及 Gaschrom Q (60~80 メッシュ)

び、販売庖から入手した。その内訳は， りんご150検体， 調査結果

ぶどう18検体，キャベツ10検体，大根10検体，ばれいし 1 .野菜，果実

ょ13検体，すし、か8検体，牛乳54検体，計7品目263検 野菜，果実の残留値は表ー1に，りんごの残留値の推

体であるO 移は図-1に示した。

2.試験方法 りんごの BHC は nd~0.018ppm の範囲で検出され

野菜，果実:厚生省告示残留農薬試験法に基づき，検 た。 46，47， 48年度の平均値はそれぞれ0.007ppm，

農作物中の有機塩素系農薬残留値 (単位:ppm) 

、 IP.P'-DDT¥I アルにけ
作 物い年度|検体数|総BHC(~' ~~J 1総DDTr P :p'-ooE I1アィル (リンを)1 エンドリン

I-'--/X 1 II'D' ~ ~ ~ 'v  ¥ r-， OーJ1 ij'D'~~ ~ ¥I> :I>'-OOO } 1 ドリン 1含む JI 

o附 810m
l必 14010…018 tr ~O. 496 nd 

47|7!0.002~060071tr~0210 

81231O  017534010ind。及。12
49115l tr~0 0021 nd~0 0021nd~tr 

tr nd 
んご

50110 i tr 033208l ndfO02;nd  

221trfooll  M4∞1 
nd 

52 1 18 1 nd ~ tr nd ~ tr 
tr nd 

53115lndfoo1|nd~tr  
tr nd 

表1

農

51 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd nd 

nd nd 

nd nd 
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農

ぶ

す

キャベツ

大

~ ， 1 /P.PιDDT¥ 1 _00 ア/レド¥1

物 1年度|検体数|総BHC(仁土)l総DDFr(E:tBBE)|アげン(LP)|エンドリン
I 3 1 0 ∞刊 ω7 0 ∞6~0 0 231|  V .vvO.006vvI V ， vvO.Oï3v~u nd nd 

9 I 4 ! 0 ∞;33a鵬 I 0 ∞;為017 tr tr nd 

tr ~0.006 

0.005~0.006 

l nd 
nd 

o . oo2~0 .004 nd ~O .003 

nd 

nd nd 

tr品 017 nd 

nd nd 

0.001nd  

0.006へ心.012 0.002~0.003 
V • vVo. 002 VVU nd 

nd ~ tr 
nd nd 

nd 

日 bolo l nd nd 

上段:濃度範囲，下段:平均値

nd 不検出 tr : 0.001ppm未満

作

ど う

、
1
L
V
 

カミ

根

ばれいしょ

51 

52 

53 

49 

52 

48 

49 

51 

47 

49 

3 tr 

49 

51 

52 

3 
tr へ-0.001
tr 

tr ~0.003 
0.001 

nd 

nd 5 

4 

4 

tr 

tr 

4 

4 

2 

2 

4 

3 

1 

2 

nd 

nd nd 

4 tr 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd 

3 
nd ~0.001 
tr 

nd ~0.002 
tr 

nd nd 

4 

nd nd 

nd nd 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd nd 

図1

濃度
( ppm) 

O. 01 

りんごの有機塩素系農薬残留値の推移

(
T
lん ←ー→総BHC

←一一→品志DDT

46 47 48 49 50 51 52 53 {I三f支

o . 005ppm， O. 004ppmで、BHC残留値は漸減の傾向を示
した。以後， 50年に一部の検体に0.008ppm，0.007ppm，

が検出されたが殆んど痕跡程度であり， 150検体のすべ

てがBHC残留基準値0.2ppm以下で、あった。

DDTについては， 46年に，最大値0.496ppmを含め
残留基準値0.2ppmを上回るりんご3検体が認められた。

この3検体はし、ずれも同一地区に限られていることか

ら， DDT撒布量が比較的多かったものと思われる O し
かし， 47年の平均値は0.003ppmとなり， 46年の平均値

0.033ppmの約1/10に激減し， 51年以降は55検体中45検

体が不検出であった。ディルドリンについては， 49年に

3検体に痕跡が認められたがそれ以外は不検出であっ

7こO

ぶどうのBHCは， 48年に平均値で0.006ppmが検出

され，以後減少傾向にあるが，依然として低レベルの残
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留が続いているoDDTについても漸減の傾向にあるO

ぶどうは他の農作物と異なり， DDTがBHCより残

留値が高く，農作物の種類による残留の違いがうかがわ

れる。このことについては今後検討すべき課題と思われ

る。

DDT残留値も低いと報告しているが，本県の調査でも

同様な傾向がみられた。

2.牛乳

牛乳の残留値は表-2，残留値の推移は図-2，BH  

C異性体の存在比経年変化は図-3に示した。

ディルドリンについては殆んど不検出であった。

すいかは， BHCが痕跡， DDTが不検出であり，キ

ャベツも， BHCがnd~0.004ppm ， DDTがnd~0.003

ppmで，汚染の少ない農作物と思われる O

45年から53年においてBHCは tr~O .290ppmの範囲

で検出された。年度別に比較すると， 45年， 46年 (47年

は調査せず)に比べ， 48年の残留値は著しく減少してい

るo45年， 46年の BHCの平均値は各々O.072ppm，

大根では， BHC が nd~.022ppm， DDT が nd~

0.004ppmの範囲で検出された。 47年度大根で，農作物

中最大BHC濃度の0.022ppmが検出されたが，残留基

準値0.2ppmの1/10であり，以後減少しているo DDT 

は47年に汚染がみられたが， 49年， 51年， 52年は不検出

であった。

0.065ppmであるが， 48年には平均値が0.007ppmと1/10

ばれいしょは， 47年にBHC，DDTそれぞれの平均

値でo.009ppm， O. 002ppmが検出されたが，残留基準値

の約 1/20，1/100と低い値であった。 49年以後は減少を

示している O

エンドリンは農作物ですべて不検出であった。

0.01 

←--総BHC
←--<>総DDT
ト -)(β-BHC

一般に，野菜，果実に含まれる BHC，DDTは， 46 

年の全面使用禁止措置により著しく減少を示し，その後

も減少傾向をたどり最近では検出きれない作物が多くな

っている。
ヘ1ミコととよ

45 46 47 48 49 50 51 52 53年度

又，設楽等が，農産物の品種間でBHC残留値の高い

ものはDDT残留値も高く BHC残留値の低いものは 図2 牛乳の有機塩素系農薬残留値の推移

表2 牛乳中の有機塩素系農薬残留値 (全乳中ppm)

年 検

(f総iD宅D関T デイ刊体 α-BHC β-BHC r-BHC エンドリン

度 数
ドリン含ンむを

45 I 10 旧V 制~.09710 曲目A〔.00田O432日783田叫10勺副61 1 1 | trA0.凹8 廿~(l附 附 4 叫 | 0.029 0.037 0.002 0.003 0.072 

46 111 10.00~-:2:174Io.oo~~;，1021 tr r¥ -:~~0041 tr r¥ -:~~010I0.01~-:~~290 一一
0.034 0.028 0.001 0.001 0.065 

4810 O .002~0.006O .002t  t .004~0.012tr~0.003 nd O .004. . T .. O .003 ---! tr tr 0 .007 0 .001 

49 I 5 I 0.002 jO，∞!--::2;，0031 tr tr 10.00~-:2:0051 tr ~0.002 
0.002 0.004 tr 

nd 

nd 

514O  .001~0.∞310.001----0.∞21 tr tr 10.00~-:2;，005i tr -:-0.001 
O.∞1 0.001 0.002 tr 

nd 

524r~0.005tr~0.003tr nd tr~0.008tr~0.001 
0.001 tr 0.002 tr 

nd 

53 1 5 1 tr :-:0.0021 tr :-:0.0011 tr nd tr f"I ~~~0031 tr ::0.001! nd ~ tr 
tr tr 0.001 tr tr 

nd 

上段:濃度範囲，下段:平均値

nd 不検出 tr : O.∞1ppm未満
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年度

45 ~ク:w/mタ勿クWA E 
46 ~WHHHHHHhク0:i .ヨ
48 拶タ必クク%タ~h0タタm~

49野~

50 ~W///~/L//L//Æ 

51 ~~.，øj 

52 ~多少~h'///H//hØ

53 røMクタ~例

O 50 
L一一一」
fOo(%) 

~a-BHC 仁コß-BHC _y-BHC 重量o-BHC

図3 牛乳中のBHC異性体の存在比

ものと考えられる O

ディルドリンは33検体のうち 26検体より検出された

が，すべて痕跡程度であり，基準値0.005ppmを大きく

下回っている O エンドリンは全く検出されなかった。

以上，牛乳54検体について調査を行ったが，暫定許容

基準を上回るものは認められなかった。

まとめ

① 昭和45年より53年までの 9年間に青森県内で生産，

販売された野菜， 果実及び牛乳(りんご 150検体，ぶ

どう18検体，キャベツ10検体，大根10検体，ばれいし

ょ13t食体，すし、か8検体，牛乳54検体， 計7品目 263

検体〕について有機塩素系農薬残留値の調査を行っ

7こo

② 農作物のBHCでは残留基準値を超えたものは認め
に減少している O これは46年のBHC，DDTの使用禁 られなかった。 DDTでは， 46年のりんご 3検体に基

止及び牛乳汚染の最大原因であった稲ワラ給与の禁止に 準値を超えたものが認められた。しかしその後は減少

よる結果と思われる。その後，残留値は経年的に低下 を示し， BHC， DDT共に，現在では食品衛生上問

し， 53年には平均値がO.OOlppmと46年の約1/70に減少 題視されるものは認められなし、。

している O しかし環境中に放出された農薬は，複雑なメ ③ キャベツ，すし、かは， DDT， BHC共に残留値が

カニズムを経て生体中に濃縮，蓄積される為，低レベル 低く汚染の少ない農作物といえる O

とはいえ汚染はまだまだ続く?ろうと思われる。 ④一般に BHCがDDTに比べて残留値が高く，農

牛乳中BHCの暫定許容基準は， β-BHC0.2ppm 作物の品種間でBHC残留値の高いものはDDT残留

で，木県では45年， 46年に最大値0.102ppmが検出きれ 値も高く BHC残留値の低いものはDDT残留値も

たが基準値の約1/2であり，基準値を超えたものは検出 低い傾向がみられた。しかし，ぶどうではDDTの方

されなかった。 がBHCより高い残留値であった。

総BHCvこ対する各異性体の存在比をみると，残留性 ⑤農作物のディルドリンは nd~tr であり， エンドリ

が高く慢性毒性が強いとされているβーBHCが45年の ンは検出されなかった。

51.4%から53年の33.3%に減少し，逆にBHC製剤中， ⑥牛乳においては， BHC， DDT，ディルドリン共

量的に最も高い割合を占めている αー BHCの割合が大 に基準値を超えたものは認められなかった。 BHC

きくなっている。北海道:大阪五たおいても同様な傾向 は， 46年の使用規制措置，及び稲ワラ給与の禁止措置

が認められている O 又， BHCの殺虫有効成分である により，残留値が著しく減少し，現在は低レベルで、あ

r-BHCは， 45年， 46年においてそれぞれ 3.1.9"'， 2.1 

形を占めていたが，それ以後は痕跡程度であり， o-B 

HCは， 45年， 46年にそれぞれ4.8%，3.0%を占めてい

たがそれ以後は痕跡程度で， 52年からは検出されていな

L 、。

DDT (48年~53年)は tr~0.003ppm の範凶で検出

され，最大値でも基準値0.05ppmの1/16で、あった。年度

別にみると， 48年に平均値でO.OOlppmが検出されたが

以後はすべて痕跡程度であり BHCと比較すると低い

残留値であったO 乳牛の代謝による分解も含め， DD 

T， BHCの分解速度等，自然界での挙動の差異による

る。

文 献

1) F D A， Pesticide Analytical Manua1. vo1. 1 

1968 

2) 設楽泰正，他:北海道衛研所報， 27， 72 1977 

3) 牛乳中の有機塩素系農薬の暫定許容基準につい

て，環乳第60号， 1971. 

4) 山本勇夫，他:北海道律]研所報， 28， 63 1978. 

5) 福島成彦，他:大阪府立公衛研所報， 6， 65 

1975 

- 41 ~ 



E 資 料 編



青森県衛生研究所報 16， 43-45， 1979 

先天性代謝異常検査事業について

山本昌三 高橋ひとみ 宇津志千恵子 工藤正子

まえがき

先天性代謝異常症は現在まで200種以上報告されてい

るO この中には種々の臨床症状を呈するものがあり特に

:脳障害を起し，精神薄弱を伴うものが多し、。しかし，フ

ェニールケトン尿症等の一部の先天性代謝異常症は早期

発見，早期治療を行うことにより精神薄弱等の心身障害

を防止することが可能になっt.::.o このことから昭和52年

10月から全国的に新生児を対象にフェニールケトン尿

症，メーフ。ルシロップ尿症，ホモシスチン尿症，ヒスチ

ジン血症をガスリー法で，ガラクトース血症をボイトラ

一法で実施することが決まり本県では先天性代謝異常検

査実施要綱(昭53.6.8付青公衛第396号)にもとずき

53年7月1日から実施した。

原理及び方法

1.ガスリー法

新生児血液の微量のアミノ酸を枯草菌の生物学的試験

(B 1 A)を用いて半定量的に判定する方法で，枯草菌

が発育するためには大量のアミノ酸を必要とする。アミ

ノ酸には措抗物質があるので、これに枯草菌-を加えた培地

に培養すると発育が阻外されこれに新生児の血液櫨紙を

ディスクしてのせるとアミノ酸の量に応じて特異的に発

育する発育環の大きさと，標準血液誼紙のディスク(100

ml中の各アミノ酸のmg量が定っているもの〉の発育環

との大きさを比べて半定量する方法であるO

方 法

① Phe……コルベンにPKU専用培地(BBL)6.5g

に蒸留水150m1を加えて100
0

C15分加温溶解

Leu， Met， His...…Bact agar 2 gに蒸留水135ml

を加え115r5分オートクレープする。

② 60
0

C前後までに放冷。

③ Leu， Met， Hisについては Dimainの修正培地各

15mlを加え全量150mlとし聞外剤，枯草菌〈表1)を

加えて揖持しアガートレイに流し固めるO

④ 検体血液櫨紙及び標準血液誼紙をパンチインデクサ

表 1 ガスリー法による阻外剤と枯草菌の使用量

アミノ酸| 国 外 剤 枯 草 菌

フエニルアラニン | らmMー(3ー 2-Thienylala山 (0.2ml) A T C C 6633 1 x 108 (0 .7 ) 

A TC  C6051 1X 109 (0.15) 

A T C C 6633 1 x 108 (0 .7 ) 

A T C C 6633 1 x 108 (0 . 8 ) 

ロイシン I5山一4-Azaleucine (0.13m1) 

メチオニン I1 mMー L-Methionine一DLsulfoxin (0.23ml) 

ヒスチジン I2mM一DLー1.2.4Tria山

ーで切り抜き寒天平板に置く O

⑤ 3TC 17時間培養

⑥ 判定

標準血液櫨紙のディスクの発育環と検体血液櫨紙デ

ィスクの発育環の大きさを比較する。

なお，カットオフポイント(表2)附近のものにつ

いてはヒスチジンを除き血液櫨紙ディスクを 121
0

C3 

分オートクレーブして再チェックを行い更にカットオ

フポイントに近いものは疑陽性として再採血を依頼す

るO

再採血の検査で疑陽性，陽性となったものについては

国立武蔵療養所神経センター診断研究部，成瀬浩博士の

もとへ検体を依頼し最終診断する。

(現在使用している量で季節的に変動する)

表 2 標準ディスク(カットオフポイント〉

アミノ酸 |標準ディスク (mg/ml)

フェニールアラエン 2 ④ 6 8 10 

ロイシン 2 ④ 6 8 10 

メチオニン 1 ② 4 8 12 

ヒスチジン 4 ⑥ 8 10 12 

2.ポイトラー法(ガラクトース血症)

原理
Gal-1・PUT

イ)galactose-1-P + UD  P-glucose.L 
g1ucose-1-P + UDP-ga1actose 

PGM 
ロ)glucose-1-P 'E- - glucose-6・p

~ 43-



操作，判定

① トレイに3mm血液ディスクと上記試料を混ぜ、合

わせた試薬O.lmlを加えるO

② 3TCフ卵器に4時間放置反応させる O

③反応液を櫨紙(ワットマンNo.1)に少量とり乾燥。

④ 紫外線ランプで盛光の有無を見る。壁光が認めれ

れば陰性。

検査結果

53年7月1日から54年 3月までの検査依頼数は(表

3 )のとおりでそのうち陽性及び疑陽性は(表4)のと

おりであった。

依頼件数調

十G・6・PDH
ハ)glucose-6. P + N A D Pミニ

gluconate-6・P+NADPH+H+

で生成されたNAPHは壁光を発する。 もし Gal-

1-PUTがまったく欠如するか，又は非常に少ない場

合はイ〉の反応が行われず，したがってNAPHの産生

がないため蛍光が認められないのでこのような場合はガ

ラクトース血症が疑がわれる O

試薬成分

UDPG， Gal-1-P， NADP， EDTA，サポ

ニン， トリス酢酸緩衝液

表 3

|計
284 i 2，∞4 

211i  

Bリ

7 

一一一一一一一I7 月 I8 月 I9 月 I10月 1
11月

1 12月|

フェニールケトン尿症 000 000  

メープル、ンロップ "10 0 0 0 0 0 

ホモシスチン "10 0 0 0 0 0 

ヒスチジン血症 o 0 0 0 3 (1) I 0 (1) I 
ガラクトース血症 o(1) I 0 0 0 0 0 (1) I 

( )内は国立武蔵療養所神経センター診断研究部成瀬浩博士による最終判定で陰性となったものO ※は陽性

療，日本母性保護医協会……研修ノート恥8を参考とし

て)技術研修を行い培地条件等を設定した。

事業開始のころは検体不備が多く(表5)医療機関と
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表4

考察

我々 は， 53年7月より本事業を開始するにあたり準備

期間として 3ヶ月の(先天性代謝異状の早期発見と治

|3 I計

47 I 21 I (~今〉

2 

調

1 9 I10 1 11 I 12 I 1 1 

150 1 105 1 72 1 49 I 471 741 
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8 

下体表5

月 I " I 
不備理由 一一一一一一一一一 1 7 1 
櫨紙の円形内に血液が表，ウラ 174 
とも十分にしみ込んでいない I (21.0) 

採血が4日以内 9 

採血誼紙が汚染している 8 

FF 乾燥不十分 24 

計 1
215
1 

検



の連絡に追われ，また，パンチインデクサーを十分に活 したので、その旨医療機関の主治医，住所管轄の保健所長

用することができず検査が円滑に進まなかった。 に通知し専門医による臨床的精密検査を依頼した。前述

そのため検体温紙のサンフ。ルを作成し医療機関に送付 のヒスチジン血症1例は東北大学附属病院小児科で精密

し検体不備率の減少につとめたところ， 9月頃から改善 検診中である O

されてきた。 医療機関から送られて来た検体櫨紙は最初のうちかな

53年7月から54年3月までの検査依頼件数は11，605件 り不十分なものが見られた。

でそのうちヒスチジン血症陽性1例，疑陽性4例を発見 再採血を依頼したもののうち乾燥不十分のものも見ら

表6 再採血依頼件数調

I 7月 I 8月 I 9月 10月 I11Jj 12Jj I 1月 I 2月 l3月|

れたが，これは一部のアミノ酸，酵素等が分解してしま

い検査不能となり，また，判定不能となった原因の一つ

には抗生物質の使用がある O この場合，ディスクのまわ

りの枯草菌の発育が全くおさえられてしまうので医療機

表7

関に連絡して再採血をお願いした。

再検査のうちで最も多いのがヒスチジンで(表7)， 

(表8)これはウロカニン酸があれば陽性が否定される

ので，今後，薄層クロマトによるウロカニン酸の定性検

再検査依頼件数調

¥¥¥一ι71 

再検査依頼 12 I 

返 送件数 11

回収率 91叫

一

※

%

一
Q
U

司

i

n

U

8

-

1

1

m

 

17※1 

J 

表8

10 1 11 1 12 1 1 1 2 3 1 計

::ト ::l::[:;司::l:;[:;
94叫M…100%1 100%1 100%1 96.5% 
(※は再検分類より少なし、のは1件で2項目実施したため〕

再検査分類件数調

7二7辰-1j71819101 11 I 122  3 

; 

査を検討している O

先天性代謝異常検査希望者は，今後ますます多くなる

ことも予想され，血液j唐紙を用いて多くの疾患検査も開

発されてきているので衛生研究所の役割を十分発揮でき

るよう検査技術の向上を図って行かなければならなし、。

(55年度からは更にクレチン症一先天性甲状腺機能低

下症の追加が予定されている o ) 

参考文献

1) 小児科診療， 41. 8ー107，1978 
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小林英一 高橋政教

桶田幾代 野村真美

No. 122 むつ矢立温泉 | 比 123 花岡温泉 |ぬ 124 青森ラドン温泉

むつ市大字田名部字矢立山 |南津軽郡浪岡町大字女鹿沢 |青森市安田字近野149-1
50番 | 宇野尻28-3

53. 4. 11 

46.0 (10) 

264 

8.0 

8.18 

1.0035 

7.307 

青森県の温泉

源、

湧

泉

出

名

地

調査年月日

泉温(気温)oC 

湧出量 s/分
直後

pH{@: "，^，J  

試 験室

密度 (200/40)
蒸発残留物 g/kg

53. 4. 7 

51.5 ( 8 ) 

3∞ 
7.2 

7.04 

1.0117 

18.32 

53. 4. 14 

30.0 (8 ) 

500 

8.4 

8.67 

0.9984 

0.191 

|陽イオン I mg 1m 叫 1mval %1 mg I m val 1m 叫 ~01 mg 1 m 叫 1mval % 
H"一|一|ー|ー|一|一|一|

l Na l附 12必 1 …4o l山 !9451139441 1:6933  
K" 308.9 1 7.901 1 2.591 86.01 I 2.2 1.811 2.6781 0.06851 2.77 

l N出 0.25I 0.0叫 0叫1.001 0.0叫 0.051 0.0001 

恥19・・ 238.1 ! 19.58 1 6.421 3.6451 0.29981 0.25! 3.4021 0.2798[ 11.31 

Ca" 1 648.0 i 32.34 1 10.601 82.00 1 4.092 I 3.371 8.0001 0.39921 

Al""" 0.1521 0.01691 0.011 0.0461 0.00511 0.001 0.0601 0.00671 

lMn  |3別 O問 OM|411i i 
Fe"" Fe'" 2 .6571 0 09511 0州 0.3531 0.01261 0 OIl O判 O叫 0.18

! 
計
一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一

i ゐ…ム瓦40.
一←--T31

一一

O臼6.2瓦工工2工f
一一一一

7下下一T下トr-一一-一下一
[陰イオン mg

1 
m 叫
1
m 叫形 mg

1 
m 叫 |m叫 %1 mg 1 

m 叫ト叫%|

F' 0.2501 0.01321 0.001 4.6001 0.24211 0.201 0.6001 0.03161 1.291 

C1' 仰い73.6 …附|山 !M021 MlO必251164
Br' -1 -1 -1 斗一一一 -1 -1 

l;H|11i-l-;-j-l-ll 
思 i111111(協 )1 0ω長|。ぷ

~" 1 1394. 1 29.02 9.511 204.4 [ 4.255 I 3.49; 10.68 1 0.22231 9.04 

HP04" 0.0001 0.00001 0.001 0.00 1 0.00001 0.00: 0.1001 0.00321 

HCU3'158.9  1 
2.604 
1 
0.85
1 
170.7 
1 
2.7982.291 109.7 1 

1.79873.14 

l 計
1
1附

1
305.2 100 円446. Iωo  100. I 135.4 1 2.4581 100 

1-瓦:ι示一夫トmg 1m  v竺 mg m 叫

H2SiU3 I 190.6 2.440 I 1 170.8 1 2.187! 

l 
日時 29ι o附 27.73 

I 0ω  

c ω8引 O-l i-l-i i 

l 計 2.8記-J

l

成分総計 g/kg
I 

18.33 7.457 

泉 !ナトリウム一塩化物強塩泉!ナトリウム一塩化物泉|単 純 温 泉

- 46-



〈註)

比123~142は昭和32年改訂の鉱泉分析法指針により， 又No.142~151は昭和53年 5 月新た~こ改訂された鉱泉分析指針
にもとづき分析を行った。なお分析表中恥123~142の密度，固形物総量，総計，泉質は，新指針に従って書き改めた。

No. 125 秋元温泉 (2号〉

西津軽郡木造町宇藤田31ー 7

53. 4. 20 

63.0 (12) 

600 

7.4 

7.6 

1.0060 

9.732 

No. 126 福井温泉(1号)比 127 三沢空港温泉

南津軽郡藤崎町大字藤崎 | 三沢市大字三沢字下タ沢83-90
字村元7一一12

53. 4. 20 53. 5. 15 

51.5 (15) 44.0 (14.6) 

66 560 

7.3 8.7 

7.28 8.76 

1.0103 0.9985 

17.40 0.244 

mg m val 

9 I 100. I 

m 叫 1
m val % 1 

l169.2 I 100. I 10420 

1 m 叫

lm叫 %1

3657. 

一

円

J

F

O

一

A
U
戸

D

Q

J

ハU

円

h
v

円

J

n
U

ハU
1

i

Q

0

9

6

0

0

 

に
d4-

234.6 

2.982! 

10.21 ! 

18.00 I 

0.143 

0.080 

mg 

11.24 

mg 

6209. 

m11 
126.0 

0.2841 

mg I 

1.625 

m 叫 |mval % I mg m 叫 1 m叫%

;;1  

288.5 
1 

100. 
I 

46.29 
1 

2.007 
I 

10O' 

m 叫
1

m 叫 %
1 

mg 
I 

m 叫
1

m叫%

j;11 

17.64 0.313 

ナトリウム一塩化物・炭酸水素塩泉|ナトリウム一塩化物強塩泉 1 アルカリ性単純温泉
(含重曹ー食塩泉) (強食塩泉) (単純温泉)
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源

湧

泉

出

名

地

調査年月日

泉温(気温)OC 

湧出量 s/分

直後
日値
試験室

密度 (200/40)

蒸発残留物 g/kg

陽イ

H. 

F' 

C1' 

Br' 

OH' 

HS' 

オン

成分総計 g/kg

No. 128 湯の川レジャーラ γ ド

北津軽郡金木町大字川倉
字七夕野84-567

53. 5. 17 

47.0 (23) 

270 

7.8 

8.3 

0.9983 

1.233 

No. 129 相馬温泉

中津軽郡相馬村大字黒滝字
一ノ)11瀬78-4

53. 5. 18 

31.0 (24) 

24 (白)

8.2 

8.2 

0.9986 

0.521 

- 48一

No. 130 三沢あすなろ温泉

と北郡上北町大字大浦
宇唐虫沢44ー 77

53. 5. 26 

47.0 (17) 

300 

8.0 

8.46 

0.9987 

0.521 

mg |II1171|mv11 

1川 5……29日9
|m叫 1
m叫%例

l 

l 
O侃
2r;ff8
ぜ

0.576 

O回|
70.151 

0.041 



No. 133 城東温泉(1号〉

弘前市大字小比内字川先180ー 1

No. 131 夏泊松島温泉 l比 132 吾妻温泉
東津軽郡平内町大字小湊字雷電際| 西津軽郡深浦町大字広戸

! 宇家野上町一1

53. 5. 26 53. 6. 12 

47.5 (23) 30.0 (27.5) 

257 

7.6 7.0 

7.88 6.8 

1.0004 

2.710 

1.0077 

12.12 

mgm叫 1m叫 %I mg Im val 1m叫 %1

i529J7j6j  

68∞ 3.393 1 8ω528.0 26.35 12判

;lizltq川:J:31tj
964.1 I 42.42 I 10O. I 4393. 213.61∞ i 
mg m叫 1m叫 %I mg 1 m叫 1m叫 %1

ぷ∞lJ:;?3iιlJ刊ょ九ぷ(
-i-l 」」

:jj:Jji J 
1727 . 42 .47 I 100 . I 7附 214.5 100. 1 

mg I m叫 im叫%
-|-lJ  

140.7 

53. 6. 23 

42.0 (31) 

15.8 

7.3 

7.46 

0.065 

0.177 

3.024 

5817 

mg 

ω
7
一
一
一
一

6

1

 

0

9

 

Q
O
 

0.041 

93.17 

1.42 

つ

100 

ナトリウム一塩化物泉
(食塩泉)

一 49~-

15.59 



源 泉 名 INム山赤湯温泉 I No. 135 中里町立老人福祉 No.136 大穴温泉I ...，.................，.A. ij.J' I~ ~J.J..LL. /J'- センター | 

湧 出 地|弘前市大字土手町148 北津軽郡中里町大字中里 |黒石市大字二庄内字村上18
字亀山434

調査年月日 53. 7. 28 53. 7. 28 

泉温(気温)'C 16.0 (29) 44.0 (31) 

湧出量 13/分 17.6 

直後 7.4 7.9 
H値 試験室 7.96 8.18 

密度 (200/40) 0.9987 1.0012 

蒸発残留物 g/kg 0.453 3.796 

53. 8. 25 

62.0 (33) 

120 

8.3 

8.80 

0.9988 

ゲ
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お

阿
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∞
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No. 137 高増神社温泉 ( 恥 138 鼠温泉 |恥 139 雲谷温泉
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